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マ
ル
ク
ス
の
債
依
法
制
が
果
し
て
生
還
領
絡
の
現
象
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
か
終

X
此
と
調
利
し
難
聖
矛
盾
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
の
問
題
は
所

さ 5露
て

守ギ

1Z 
7望
U の
る

謎
事』
を

& 霊泉
し告
でL 

f 多

Ji i 
21事
2L 
委主
史学
のの
注主L
意 ー
を z
n借ジ

記ゲ
レ

卸ス

Z が

語字
の 刷
出 論
阪空，、 』ー・

窪 f奪
三の

長 f全
て会

史き
自民
/<zoの
氏主

開局
」は
~第

Y巻
T に

ぞ於
三て

シ壁
Vミ

ユ
ミ
ヴ
ト
、

7
ア
イ
ヤ

1
7
y
、
グ
オ
ル
フ
、
ロ

F
ヤ
等
の
人
骨
が
所
H

品
を
溌
表
し
た
の
で
あ
る
@
品
シ
グ
ル
ス
は
第
三
舎
の
序
文
に
於
て
此
等
の
人

々
の
所
訟
を
引
き
一
々
論
貯
を
下

L
，
て
か
る
。
本
皆
刷
は
第
三
品
せ
の
出
版
徐
に
公
に
さ
れ
た
、
ゾ
シ
パ
ル
ト
、
ボ
エ
I
ム
・
パ
グ
A

ル
ク
、
及
J
7
4
1
ル

の
三
人
の
有
名
な
可
ル

P
R
批
評
に
依
っ
て
此
の
問
題
を
検
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
@
先
づ
論
評
の
前
に
議
論
の
漣
絡
上
極
〈
筒
暑
に
T

ル
ク
ス
の

僚
値
及
償
絡
論
そ
絹
介
し
、
次
に
J

y

h

J

パ
ル
ト
が
此
の
『
矛
盾
」
を
救
ば
ん
が
た
め
に
提
唱
し
た
る
岡
山
惟
の
岡
昌
宏
旨
ロ
草
な
る
貌
怠
を
排
し
て
マ
ル
れ

グ
ス
の
償
値
法
貼
は
正
し
〈
自
然
法
則
的
性
質
を
有
す
べ
き
も
の
な
り
と
し
た
。
債
依
法
制
の
自
然
法
則
的
受
賞
性
は
一
に
か

L

ワ
て
筒
絡
鋭
象
を
支

配
す
る
と
合
か
に
あ
る
。
此
に
続
て
諸
家
の
怠
見
を
極
〈
簡
単
に
述
べ
諸
家
と
共
に
R
H
定
的
穆
岐
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
本
籍
中
続
時
科
愚
a

及
自
然
科

患
の
法
則
牲
に
闘
す
る
問
題
及
締
時
眼
科
患
に
於
付
る
法
則
の
偏
差
は
法
則
の
矛
盾
に
悲
ら
ず
と
す
る
問
題
は
疋

L
〈
他
日
更
に
論
究
さ
る
べ
き
重
要
な

問
題
で
あ
る
・

マ
ル
ク
丸
の
債
依
法
則
&
生
産
債
格

九



向
感
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第
一
袋

第
一
一
統

丸

マ
ル
ク
ス
の
債
値
及
債
格
論

慎
値
概
念
及
慎
値
法
則

マ
ル
ク
ス
の
債
値
概
念
は
商
品
に
包
含
せ
ら
る
h
枇
曾
的
必
.
姿
勢
働
時
間
の
概
念
で
あ
り
、
債
値
法
制
は
此
の
慣
値
の
賓
館
が
交

換
闘
係
を
規
定
す
る
作
用
に
闘
す
る
概
念
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
依
る
純
情
的
慣
値
は
交
換
現
象
を
規
定
す
る
或
物
で
あ
り
二
つ
の

物
の
此
と
彼
と
を
相
互
に
代
替
し
得
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
か
L
る
代
替
性
又
は
交
換
可
能
性
を
経
済
的
範
障
と
呼

び
富
の
駐
留
的
情
式
(
E
S
F
N
R
関岡山

E
p
m
-
ぬ
-

U

と
稲
し
た
。
故
に
披
は
此
の
経
済
的
債
値
の
賓
慌
を
賀
明
す
る
た
め
に
交
換

現
象
の
分
析
よ
り
進
み
入
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
交
換
客
煙
た
る
商
品
を
使
用
慣
値
及
交
換
債
値
の
二
つ
の
立
場
よ
り
見
、
商
品
の
自
然
形
態
た
る
使
用
慣
値
は
個
別

的
た
も
の
で
あ
っ
て
枇
曾
的
形
式
で
在
〈
従
っ
て
経
情
的
範
臨
時
b
E
た
さ
た
い
と
し
て
此
b
z
除
外
し
濁
り
交
換
債
値
を
分
析
し
た
。
交

換
頃
値
は
使
用
債
値
交
換
の
隼
量
的
闘
係
と
し
て
現
は
れ
る
。
異
た
れ
る
使
用
慣
値
が
等
量
闘
係
を
た
す
た
め
に
は
何
等
か
共
底
に

問
者
に
共
通
な
同
質
物
が
両
者
に
等
量
に
存
在
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
マ
ル
ク
ス
は
此
の
同
質
物
が
封
象
化
さ
れ
た
持
働
の
外
に
あ
り
得

-
な
い
と
推
論
し
た
。
マ
ル
ク
ス
は
更
に
使
用
慣
値
を
作
る
具
慢
的
な
利
用
対
労
働
と
償
値
を
作
る
抽
象
的
な
人
問
問
労
働
と
を
分
ち
後
者

を
人
聞
の
頭
脳
、
筋
肉
、
帥
経
等
の
生
産
的
支
出
で
あ
る
と
し
、
叉
複
合
附
労
働
(
熟
練
蛾
労
働
)
を
単
純
附
労
働
(
不
熟
練
持
働
)
の
儲

教
で
あ
る
と
見
る
事
に
依
っ
て
同
質
に
し
て
伺
一
強
度
の
一
般
的
人
問
問
労
働
又
は
平
均
弊
働
O
概
念
を
得
、
時
聞
に
依
る
測
定
を
可



能
た
ら
し
め
た

0
1

此
の
一
般
的
人
間
防
労
働
に
依
っ
て
批
曾
的
標
準
的
生
産
僚
件
の
下
に
生
産
さ
れ
た
商
品
は
一
位
舎
的
必
要
努
働
時
間

を
会
む
の
で
あ
る
。
此
の
枇
合
的
必
要
努
働
時
間
が
マ
ル
ク
ス
の
債
値
寛
轄
を
な
す
も
の
で
る
り
、
如
何
な
る
保
件
。
下
に
生
産
さ

.
れ
た
商
品
も
皆
此
に
準
ヒ
て
此
の
債
値
を
享
受
す
る
事
と
な
る
。

債
値
法
則
は
等
霊
の
枇
曾
的
必
要
弊
働
時
間
を
合
む
こ
ワ
の
商
品
を
交
換
閥
係
に
規
定
す
み
法
別
で
あ
る
。
印
ち
商
品
は
等
量
の

駐
舎
的
必
要
勢
働
時
聞
に
於
て
交
換
せ
ら
る
。
此
庭
に
u

円
陣
hr
高
E
H
W
伸
H
W

商
品
な
る
方
程
式
即
ち
債
値
形
態
が
生
寸
る
。
此

の
憤
値
方
程
式
が
展
開
し
て
B
商
品
の
代
・
り
に
貨
幣
名
稿
を
享
受
し
た
金
分
量
が
置
か
れ
る
時
、
此
の
債
値
形
態
は
債
格
形
態
と
な

る
、
即
ち
A
商
品
の
債
値
は
債
格
を
以
て
表
明
ぜ
ら
れ
る
。
か
L
る
故
に
枇
曾
的
必
要
労
働
時
間
即
ち
債
値
は
慌
格
を
決
定
す
る
、

債
格
は
債
値
の
現
象
形
態
で
あ
る
。
純
梓
注
意
味
に
於
て
生
産
力
の
麓
化
K
伴
ふ
債
値
の
向
型
化
が
な
い
限
り
債
格
の
費
動
は
た
い

筈
で
b
る
、
此
の
意
味
に
於
て
は
慣
値
法
則
は
巌
E
に
債
格
現
象
を
支
配
す
べ
き
で
あ
る
。
然
し
か
L

る
厳
正
さ
に
於
て
債
備
法
則

が
行
は
れ
て
居
註
い
事
は
マ
ル
ク
ス
も
銑
に
資
本
論
第
一
巻
に
於
て
随
所
に
此
を
認
め
又
第
三
巻
の
市
場
債
値
論
"
に
於
て
愈
々
明
白

で
る
る
。
『
此
の
交
換
比
率
に
於
て
は
そ
の
商
品
の
債
値
が
表
章
さ
れ
得
る
と
共
に
又
典
へ
ら
れ
た
る
事
情
の
も
と
に
、
共
の
商
品
が

譲
渡
さ
れ
る
所
の
員
の
債
値
よ
り
も
、
よ
り
大
た
る
、
又
よ
り
小
な
る
債
値
が
表
章
G
れ
得
る
、
さ
れ
ば
債
格
と
債
値
大
さ
と
の
量

的
不
一
致
の
可
能
性
又
は
債
格
の
債
値
大
注
工
り
の
偏
差
の
可
能
性
は
債
格
形
態
自
身
の
中
民
存
し
て
ゐ
る
、
此
は
決
し
て
債
格
形

態
の
快
陥
で
た
〈
却
っ
て
之
を
し
て
規
律
が
単
に
無
規
律
の
盲
目
的
平
均
法
則
と
し
て
貫
流
す
る
所
の
一
の
生
産
方
法
の
諮
首
足
形

態
た
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
』
(
P
M
m
民

3
H・
ω・
8
)又
他
の
個
所
で
は
商
品
が
需
要
以
上
に
快
給
せ
ら
る
れ
ば
債
値
以
下
の
債
格

マ
ル
ク
九
の
償
健
法
則
と
生
庭
師
嗣
絡

一九一一一



で
販
質
せ
ら
る
L
事
を
明
か
に
認
め
て
ゐ
る

(
H
f
ω
・
4
N
l
芯
)

-
商
血
中
研
究

第
一
血
管

第
、
}
銃

一
九
四

マ
ル
ク
ス
は
債
値
と
債
務
と
の
偏
差
の
可
能
が
債
格
形
態
の
中
氏
存
し
て
ゐ
る
と
し
此
の
偏
差
は
『
輿
へ
ら
れ
た
事
情
』
の
も
と

に
起
る
の
で
あ
る
。
奥
へ
ら
れ
た
事
情
と
は
主
と
し
て
、
債
値
形
態
を
債
格
形
態
た
ら
し
め
北
近
代
貨
幣
経
済
時
代
の
著
し
き
現
象

た
る
需
要
供
給
の
関
係
を
指
す
と
と
は
明
か
で
あ
る
ァ
然
し
マ
ル
ク
ス
が
『
規
律
が
箪
に
無
規
律
の
盲
目
的
に
働
く
平
均
法
則
と
し

て
貫
流
す
る
』

ξ
言
ふ
も
の
は
、
か
A

る
偏
差
が
長
期
に
亘
っ
て
相
殺
平
均
す
る
事
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
容
の
市
場
債

値
論
剖
ち
需
要
供
給
は
自
然
的
に
相
殺
し
慎
値
法
則
は
一
の
『
卒
・
衡
の
自
然
法
則
』
含
田

E
Eユw
z
c
g内
定
住
吋

g
c
r
w
r
l

官
三
口
宮
田
と
し
て
債
格
運
動
の
中
心
を
な
す
と
言
ふ
論

(E-み
・
目
。
l
H
4
δ
に
一
致
す
る
も
の
で
を
'
Q

。‘

要
之
、
マ
ル
ク
ス
の
慎
値
法
則
は
需
給
の
平
均
紙
態
に
於
て
純
粋
な
る
活
動
を
な
す
も
の
で
あ
お
。
此
法
則
は
か
』
る
一
の
真
空

欺
態
に
於
て
規
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
市
し
て
需
給
は
自
然
的
に
相
殺
す
る
と
言
ふ
の
で
あ
る
か
ら
慣
値
は
常
に
平
均
慎
格
と

一
致
す
る
事
に
な
る
。
吾
々
は
資
本
論
第
一
巻
に
規
定
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
の
債
値
法
則
を
あ
る
譲
歩

κ於
て
か
く
解
轄
す
る
の
で
あ

る
o
弐
に
生
産
債
格
に
至
る
準
備
と
し
て
飴
剰
債
値
及
別
潤
に
関
連
す
る
概
念
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

飴
剰
債
値
友
利
潤

G
I
W
i
U
の
流
通
帥
ち
販
貰
吃
ん
が
た
め
購
買
す
る
所
の
統
語
は
U
が
G
主
り
も
犬
伝
る
故
に
の
み
行
は
れ
る
も
の
で
あ
り

σ

の
中
に
は
あ
る
増
分
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
此
が
費
本
化
し
た
飴
刺
慣
位
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の
飴
剰
倶
値
は
何
庖
か
ら
生



ゃ
る
か
e

マ
ル
ク
ス
の
債
値
法
則
に
よ
り
か
L

る
流
通
は
等
債
物
交
換
と
し
て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
飴
剰
債
値
は
流
通
よ
り

は
生
じ
な
い
.
等
債
物
交
換
を
前
提
と
す
れ
ば
G
l
w
l
U
の
流
通
は
正
し
〈
G
l
w
:
:
:和
l
N
M
巧
八
司
で
た
か
ら
ね
ば
な

ら
ね
。
然
ら
ば
問
題
は
如
何
に
し

τ
wは
W
に
な
る
か
に
あ
る
。

資
本
家
が
購
買
の
た
め
に
支
梯
ふ
貨
幣
G
は
二
つ
の
部
分
よ
り
成
る
。

に
向
け
ら
る
L
も
の
と
、
他
は
努
働
力
の
購
買
に
向
け
ら
る
L
も
の
で
あ
る
。
生
産
機
関
も
野
働
力
も
そ
の
債
値
に
於
て
購
買
せ
ら

一
は
生
産
機
関
即
ち
原
料
助
成
材
、
及
勢
働
要
具
の
購
買
玖

れ
る
.
努
働
力
の
債
値
は
勢
働
者
の
生
活
資
料
の
生
産
に
要
す
る
附
労
働
時
間
で
あ
る
。
資
本
家
は
此
の
購
買
し
た
生
産
機
闘
と
持
働

力
と
を
以
七
生
産
を
始
め
る
。
然
る
に
マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
生
産
機
関
の
債
値
は
生
産
せ
ら
る
主
新
し
い
使
用
慣
値
の
中
に
保
存
せ

ら
る
L
の
み
で
あ
っ
て
何
等
増
殖
し
た
い
。
か
h

る
故
に
此
の
部
分
に
前
貸
さ
れ
た
資
本
は
何
等
愛
化
し
な
い
。
故
に
マ
ル
グ
ス
は
'

此
の
部
分
の
資
本
を
不
麗
資
本
と
呼
ぶ
。
然
ら
ば
W
が
W
と
た
る
の
は
潤
り
持
働
力
に
依
つ
て
の
み
で
あ
る
、

G
が
U
と
友
る
の
は

援
資
本
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
如
何
に
し
て
持
働
力
は

W
を
W
と
去
す
か
。

濁
り
勢
働
力
の
購
買
に
向
け
ら
れ
た
費
本
部
分
に
依
つ
て
の
み
で
あ
る
。
故
に
彼
は
此
の
部
分
の
資
本
即
ち
支
鵡
は
れ
た
賃
銀
を
可

持
働
は
前
越
の
如
〈
そ
の
慣
値
を
以
て
購
買
さ
れ
る
。
保
り
に
此
の
債
値
邸
ち
勢
働
者
の
一
臼
の
生
活
資
料
に
合
ま
る
L
枇
舎
的

必
要
持
働
時
間
を
六
時
間
だ
と
す
る
。
然
る
に
資
本
家
は
努
働
者
を
一
日
例
へ
ば
十
二
時
間
働
か
す
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
o

m
労
働
か
ぴ
交
伊
骨
官
は
六
附
間
で
あ
る
が
そ
の
使
附
慣
値
は
ザ
コ
ザ
問
で
一
の
り
得
紅
の
で
あ
い
札
q

生
産
行
程
に
於
て
弊
断
力
は
生
産

機
関
の
債
値
を
新
し
い
使
用
債
値
に
保
存
し
つ
h

白
か
ら
新
償
値
を
附
加
す
る
。
そ
し
て
六
時
聞
で
そ
の
債
値
だ
け
の
新
債
値
を
附

-
マ
ル
ク
ス
の
債
依
法
則
と
始
一
産
債
絡

一'・九五
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貌

第
一
巻

一
九
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加
ず
る

0

マ
ル
ク
ス
は
債
租
形
成
行
程
に
於
け
る
此
の
搭
働
時
間
を
必
要
努
働
時
間
と
呼
び
、
残
り
の
六
時
間
の
間
労
働
時
間

!
l此

の
時
聞
は
債
値
増
殖
行
程
と
言
は
れ
る

i
ー
を
飴
剰
努
働
時
間
と
呼
ぶ
、
郎
ち
W
は
此
の
飴
剰
接
働
の
た
め
に
W
と
な
り
飴
剰
憤
値

を
形
成
す
る
。
今
、
不
援
資
本
部
分
を

c
と
し
可
愛
資
本
部
，
分
を
Y

飴
剰
債
値
を

m
と
す
れ
ば
巧
日
η
+
司
で
る
り
司
H
n
十

4
+
E

で
あ
る
、
此
の
ヱ

1
2
が
新
商
品
の
債
値
と
在
る
、
而
し
て

.
5
又
は
除
瞳
臓
障

H
ち
飴
剰
貨
値
の
可
愛
資
本
に
劃
す
る

4
-
N
d細
事
蓮

E

比
は
飴
剰
債
値
率
又
は
持
働
搾
取
率
で
あ
る
。

資
本
論
第
三
巻
第
一
章
に
於
℃
此
の

?
?
4

は
費
用
債
格
な
る
範
臨
時
を
受
け
る
-
資
本
家
的
立
場
主
り
す
れ
ば

n
+
4

は
資
本
の

支
出
額
で
あ
り
商
品
生
産
の
費
用
を
な
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
費
用
債
格
を

K
と
す
れ
ば
民
日
円
+
4
で
あ
り
・
巧
号

2
4弔問吋昨日

以
om守
門
同
町
田
十
目

E
R
H
4
町
立
と
な
る
、
而
じ

τ飴
剰
償
値
は
可
愛
資
本
部
分
の
み
よ
り
生
じ
た
も
り
で
あ
る
け
れ
ど
も
資
本
家
的
立

場
よ
り
す
れ
ば
投
下
資
本
会
臆
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
、
飴
剰
債
値
は
金
投
下
資
本
に
お
し
て
考
察
さ
れ
る
時
利
潤
と
な
る
、
然

し
て
飴
剰
償
値
の
全
投
下
資
本
に
劃
す
る
比
卸
ち
」
「
が
利
潤
率
で
あ
る
、
，
か
く
し
て

5
3
5ユ
H
F
m仲

3z'THJor
と

司

+

4

な
る
。
マ
ル
ク
ス
は
儲
第
三
巻
第
一
章
の
格
り
に
於
て
費
用
債
格
と
憤
値
と
の
聞
に
多
く
の
中
間
債
格
が
存
立
し
得
、
商
品
は
拘
利

潤
を
得
つ
L
債
値
以
下
で
買
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
か
S
A

る
可
能
性
あ
る
故
に
弐
に
述
ぷ
る
生
産
債
格
の
成
立
も
可
能
で
あ

る
と
一
一
高
ふ
の
で
あ
る
?
円
周
・

1ω
・
ロ
i
H
M〉

一， 

一
生
産
債
格
の
成
立
.



、，，~
リ
費
本
O
組
成
比
率

!
l前
遺
の
如
〈
費
本
は
ず
ペ
て
不
襲
、
資
本
と
可
饗
資
本
と
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
の
で
る
る
、
此
の
不
費

資
本
と
可
一
建
資
本
と
の
割
合
を
資
本
の
組
成
比
率
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
郎
ち
勢
働
力
と
生
産
機
関
と
の
割
合
を
情
値
で
表
明
し
た
も

の
で
あ
る
。
此
の
費
本
の
組
成
比
率
は
同
一
の
生
産
域
で
は
暮
同
様
で
あ
る
が
生
産
域
を
同
時
に
す
れ
ば
偶
然
な
場
合
を
除
い
て
大
抵

異
た
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
た
が
ら
吾
々
は
此
虚
に
す
ペ
て
の
生
産
域
に
投
下
せ
ら
れ
た
総
資
本
の
平
均
的
な
組
成
比
率
を
恕
定
オ
，

す
る
事
が
出
来
る
、
此
を
マ
ル
ク
ス
は
舵
合
的
卒
均
資
本
の
組
成
と
呼
ぶ
。
此
を
百
分
率
の
動
式
に
示
せ
ば
s
a
+
白
人
g
+
ロ
H

H
O
O
)
で
あ
る
。
此
の
世
合
的
平
均
費
木
の
組
成
よ
り
も
百
分
率
に
し
て
よ
り
犬
な
る
不
建
資
本
と
よ
り
小
た
る
可
塑
資
本
と
を
含
む

資
本
即
ち
(
M
M
H
+
H

〉ヘT
(
E
!
と
e
を
高
吹
組
成
の
費
本
(
関
門
戸
]
}
山
吉
一
さ
ロ
r
S
2
2
N
5
2
5
2同
朋
内
定

H
H
ロ
也
、
反
封
に
(
自
!
と
口

+
(
S
+
u同
)
e
の
資
本
を
低
攻
組
成
の
費
本
(
民
h
G
X
h
H
]
4
C
M
H
ロ
庁
仏
三
鳴
門
司
円
N
ロ
S
E
E
m
ロ
m
m門

N
g
m
)
と
し
、
枇
合
的
平
均
資
本
と
一
致

す
る
資
本
を
平
均
組
成
の
費
本
(
同
2
1
z
-
4
0
ロ
己
ロ
『
口
町
凹
口
r
E豆
町
内
}
回
目

N
ロ
m
m
g
g
g認
定
F
S
m
)

と
す
る
。
(
口
即
日
E
M
C

然
し
て
マ
ル
ク
ス
の
飴
剰
債
値
論
に
依
り
齢
剰
債
値
は
可
愛
費
本
部
分
の
み
か
ら
生
や
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
比
較
的
可
愛
資
'

本
部
分
多
き
低
攻
組
成
の
費
本
は
同
一
額
の
高
吠
組
成
資
本
よ
り
も
大
怠
る
齢
剰
債
値
従
っ
て
よ
り
大
た
る
利
潤
を
生
や
る
筈
で
る

る
、
例
へ
ば
飴
剰
債
値
容
を
百
パ
セ
ン
ト
と
慌
定
す
れ
ば
.
例
へ
ぽ
E
a
+
g
e
の
低
弐
組
成
費
本
は
ち
。
+
g
e
，T
c
p
v
H
同
。
。
で
あ
り

飴
剰
憤
値
は
。
。
で
利
潤
奉
は
き
演
で
あ
る
。
然
る
に
き
。
+
同
P
の
高
攻
組
成
査
本
は
き
。
+
H
P
+
5
2
H
H
H
O
で
あ
り
、
飴
剰
慣
値
は

m
・
利
潤
邑
演
で
あ
ろ
人
7

マ
ル
ク
ス
の
掲
ぐ
る
去
に
よ
り
同
一
額
の
資
本
を
投
下
せ
る
五
つ
の
異
な
れ
る
生
産
域
を
仮
定
す
れ
ぽ
次
の

如
く
な
る

守
ル
ク
ス
の
償
値
持
政
則
&
生
産
領
絡

一・九七
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引
S
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印
ち
同
一
資
本
額
で
も
資
本
組
成
の
異
な
る
に
従
っ
て
飴
剰
債
値
が
甚
だ
異
た
り
従
っ
て
利
潤
寧
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

H
S決

t-:> 
N 

同
日
山

ω

k3 α 白色
決沢次決

:司

∞口。
+
H
P

H
S決

ド4

c." 

同
一
戸
川

4 

。p'
T
h
u
e

Hocwh〔

ι1 

炉4。
Eλ 

商
品
は
同
一
費
用
償
格
を
含
む
け
れ

E
も
齢
剰
債
値
が
異
・
な
る
か
ら
慣
値
法
則
に
依
っ
て
各
異
っ
た
債
値
で
販
責
せ
ら
れ
ね
ば
伝
ら

ね
の
で
あ
る
。

巳
M

∞
平
均
利
潤
寧
の
成
立
|
|
然
し
な
が
ら
右
の
現
象
は
賓
際
で
は
た
い
。
賓
際
今
日
の
事
一
覧
を
見
れ
ば
各
生
産
域
に
は
暑
等
し

い
平
均
利
潤
寧
が
あ
る
。
費
本
は
利
潤
の
低
い
方
面
か
ら
高
い
方
面
に
移
動
し
て
一
の
平
均
利
潤
蔀
を
持
ち
来
さ
ん
と
す
る
傾
向
ぷ

存
ず
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
吾
々
が
資
本
家
と
し
て
右
の
表
に
依
り
資
本
を
投
下
せ
ん
と
す
る
時
は
必
歩
や
最
大
利
潤
率
を
生
や
る

第
三
の
生
産
域
民
投
十
る
に
相
違
左
い
。
然
る
時
は
利
潤
率
高
き
底
に
は
資
本
が
集
中
し
商
品
の
供
給
が
需
要
よ
り
も
犬
と
な
り
商

品
債
格
は
債
植
以
下
に
下
hv
従
っ
て
利
潤
寧
は
低
下
す
る
。
又
利
潤
少
た
き
生
産
域
の
資
本
は
撤
回
せ
ら
れ
て
高
い
方
調
に
移
動
す



る
か
ら
商
品
の
供
給
は
需
要
よ
り
少
な
〈
な
り
商
品
債
絡
は
債
値
以
上
と
な
り
利
潤
率
は
高
騰
す
る
、
か
く
資
本
家
の
競
争
に
よ
り

利
潤
率
の
高
き
は
低
く
な
り
低
き
は
高
く
な
り
一
の
卒
均
利
潤
率
が
生
す
る
。
右
の
表
に
よ
る
時
は
お
次
の
平
均
利
潤
率
と
な
る
。
‘

然
し
て
商
品
債
格
は
智
そ
の
債
値
と
昇
、
っ
た
ロ
ω
と
友
り
利
潤
は
飴
剰
慎
艇
と
周
到
っ
た
お
と
な
る
の
で
あ
る
@
か
く
費
用
債
格
に

此
の
平
均
利
潤
を
加
へ
た
い
F

お
が
生
産
債
格
で
あ
る
。
費
用
債
格
が
同
一
で
あ
れ
ば
生
産
債
格
の
成
立
に
依
っ
て
資
本
の
組
成
比
率

如
何
に
不
拘
、
従
っ
て
そ
の
生
産
す
る
飴
剰
債
値
の
如
何
に
不
拘
、
同
一
利
潤
が
生
じ
債
値
と
異
っ
た
同
・
一
債
格
が
形
成
さ
九
る
。

か
〈
て
同
一
一
楠
の
資
本
は
組
成
比
率
。
如
何
に
不
拘
同
一
額
の
利
潤
を
置
現
ず
る
。
右
の
表
の
最
後
の
階
段
は
枇
曾
的
平
均
資
本
で

現
象
を
更
に
表
に
示
ぜ
ば

あ
る
が
、
か
A
る
資
本
が
賓
際
に
存
す
る
場
合
の
み
そ
の
慣
汎
と
生
産
債
格
と
は
一
致
し
飴
剰
債
値
と
利
潤
と
は
一
致
す
る
。
右
の

掛
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商
康
問
問
究

第
一
巻
ー
第
一
一
扱

O 
O 

此
の
表
に
依
っ
て
見
る
如
く
慣
値
と
生
産
債
格
と
は
異
た
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
偏
差
は
相
殺
す
る
。
即
ち
或
る
庖
で
は
債
値
以

上
で
あ
る
だ
け
或
る
鹿
で
は
債
倍
以
下
で
あ
り

ω
+
4
+
弓
H
g
w
∞+出
H
M
G

と
な
り
平
均
す
る
、
そ
し
・
て
債
値
の
合
計
と
生
唐
債

柊
の
合
計
と
は
一
致
し
飴
剰
債
値
の
合
計
と
利
潤
の
合
計
と
は
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
生
産
慎
格
の
債
値
よ
り
の
偏
差
は
場
所

的
花
見
れ
ば
相
殺
す
る
が
.
然
し
永
久
的
の
偏
差
で
あ
る
。
此
の
生
産
債
格
が
各
生
産
域
化
於
け
る
債
格
費
動
の
中
心
を
・
な
す
も
の

で
あ
っ
て
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
の
ロ
伊
丹
ロ

z-勺
同
山
口
市
リ
カ
ル
ド
の
勺
『
日
月
三

1
0仏
口
三
一
。
ロ
と
同
一
の
も
の
で
る
る
。
マ
ル
ク
ス
は
市

場
債
他
論
に
於
て
需
要
供
給
は
臼
然
的
に
一
致
す
る
と
=
口
ふ
け
れ
ど
も
生
産
債
格
論
の
営
然
の
蹄
結
と
し
て
は
、
高
弐
組
成
の
生
産

域
で
は
常
に
需
要
が
供
給
よ
り
大
で
低
弐
組
成
の
生
産
域
で
は
常
に
供
給
が
需
要
よ
り
大
で
あ
り
需
給
は
平
均
し
た
い
。
生
産
債
格

は
永
久
に
債
値
と
訴
離
し
商
品
は
慣
値
と
異
友
れ
る
債
格
に
於
て
販
質
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
此
の
生
産
慣
絡
を
成
立
せ
し
む
る
も
の

ω塁
本
家
の
競
争
で
あ
る

生
産
慎
格
と
債
値
法
則
氏
就

τ
の
マ
ル
ク
ス
の
鰐
解

lll債
倣
法
則
と
生
産
債
格
と
を
如
何
に
調
和
せ
し
む
べ
き
か
に
就
て

は
マ
ル
ク
ス
に
も
甚
問
し
き
焦
慮
が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
然
し
伎
の
帰
解
除
論
者
の
誰
も
が
嘆
じ
て
ゐ
る
如
く
不
明
瞭
で
る
る
。

『
此
の
場
合
の
平
均
利
潤
容
は
中
間
組
成
(
平
均
組
成
)
の
生
産
域
に
於
け
る
利
潤
寧
に
外
友
ら
な
い
、
利
潤
寧
は
か
く
し
て
ナ
べ

て
の
生
産
域
に
於
て
同
一
で
あ
る
:
:
か
く
じ
で
す
べ
て
め
異
た
れ
る
生
産
裁
に
於
け
る
利
潤
の
合
計
は
齢
剰
慎
値
の
合
計
と
同
一

で
あ
り
、
叉
枇
舎
の
穂
生
産
物
の
生
産
債
格
の
合
計
は
そ
の
債
値
的
合
計
と
同
一
で
あ
る
:
:
:
か
く
の
如
く
し
て
生
産
債
格
-P-
し
て

債
値
の
態
た
る
鱈
形
(
}
」
『
c
m
泊
三
2
6ロ
P
P
E
H
4
2日
2
〉
た
ら
し
め
ん
と
す
る
傾
向
又
は
利
潤
を
し
て
車
純
に
飴
剰
債
値
た
ら
し



め
ん
と
す
る
傾
向
が
必
然
的
に
行
は
れ
て
ゐ
る
己
Q
H
p
m
-
H
U
H
)
『
平
均
利
潤
の
合
計
は
飴
剰
債
値
の
合
計
と
同
一
で
あ
る
@
此
の

子
均
利
潤
を
賓
用
債
格
に
加
へ
る
事
に
依
っ
て
濁
ら
さ
れ
た
債
格
は
生
産
債
格
に
嬰
形
さ
れ
た
慎
値
に
外
な
ら
な
い
や

ω・
5
8

要
ず
い
φ
ピ
マ
ル
ク
ス
。
意
は
綿
生
産
債
格
と
綿
債
償
と
而
し
て
又
綿
齢
剰
慣
値
と
綿
利
潤
と
は
一
致

ι或
る
底
で
慣
値
以
上
で
忠
買

rら
る
ゾ

r
r他
の
底
で
慣
値
以
下
一
に
配
費
せ
ら
る
i
故
に
債
値
法
則
は
生
産
一
慣
格
を
支
風
レ
生
産
一
慣
格
一
は
債
値
の
引
に
ス
九
日
喫
玖
で

あ
る
と
言
ふ
鼎
に
あ
る
@

然
し
マ
ル
ク
ス
も
『
商
品
が
そ
の
債
値
で
寅
ら
れ
る
事
と
、
同
一
大
ぎ
の
資
本
に
封
し
て
同
一
大
さ
の
利
潤
な
賀
ら
す
生
産
慣
格

で
費
ら
れ
る
事
と
は
全
然
異
っ
た
二
つ
の
事
で
あ
る
』
(ω
・
5
3
事
を
認
め
ね
ば
な
ら
・
な
か
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
か
く
し
て
生
産
債

格
が
成
立
し
な
い
資
本
主
義
以
前
の
枇
舎
印
ち
各
附
労
働
者
が
白
か
ら
生
産
機
闘
を
所
有
し
て
ゐ
た
時
代
又
近
世
に
於
て
も
自
作
農
或

は
手
工
業
者
の
職
人
組
合
が
存
し
て
ゐ
る
場
合
の
如
き
に
於
て
は
完
全
に
債
値
法
則
が
行
は
れ
て
居
り
各
生
産
者
は
そ
の
資
本
の
組

成
の
異
在
る
に
従
っ
て
異
れ
る
利
潤
を
獲
得
し
て
ゐ
た
と
主
張
す
る
。
ぞ
れ
は
資
本
の
競
争
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
・
何
故
友
ら

各
生
産
坊
に
固
定
せ
ら
れ
た
生
産
機
関
は
甚
だ
し
き
困
難
を
以
て
め
み
し
か
他
の
生
産
域
に
移
動
せ
し
め
ら
れ
た
い
か
ら
で
あ
る
。

(
m
w
・
]
印
山

F
l
H
U
O
)

生
産
債
格
成
立
の
た
め
に
は
信
用
制
度
が
護
建
し
ロ
円
三
分
r
p
m一F
X
が
存
し
て
居
り
又
努
働
の
内
容
が
翠
純
化
・

す
る
事
に
依
り
嬰
働
者
が
一
の
生
産
競
か
ら
他
の
生
産
岐
に
移
動
し
易
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

0
2・
口
。
)

要
之
、
マ
ル
ク
ス
は
か
く
歴
史
的
に
見
て
生
俸
債
格
成
立
の
以
前
に
慣
値
と
債
格
と
は
一
致
L
て
ゐ
た
と
す
る
。
卸
.
ち
覗
在
で
は

債
値
と
債
格
と
は
理
論
的
に
の
み
し
か
一
致
し
得
し
な
い
が
生
産
債
格
成
立
以
前
に
は
『
理
論
的
に
の
み
な
ら
や
.
歴
史
的
に
』

一
致
し

守
ル
ク
司

A
e
償
植
法
則
k
生
産
償
給

O 



商
事
研
究

第
一
巻

策

-m就

二

O
ニ

て
ゐ
た
と
言
ふ
白
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
債
値
及
生
産
債
格
論
は
大
器
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
債
値
と
生
産
債
格
と
の
一
帯
離
は
債
値
法
則
を
破
る
事
な
く

し
て
調
和
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
②
る
か
。
果
し
て
『
債
値
法
則
を
侵
害
す
る
事
な
き
の
み
な
ら
守
否
寧
ろ
そ
の
基
礎
の
上
に
同
一
の

平
均
利
潤
卒
が
打
建
て
ら
れ
矢
口
忠
閃
P
勺
・
口
・
悶
ロ
m
町内一回ぐ
C
門
調
。
ユ
凶
凶
口
-
V
た
の
で
あ
る
か
。
慎
値
と
債
格
と
の
偏
差
は
果
し
て

如
何
に
解
揮
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
。
以
下
吾
々
の
論
評
せ
ん
と
す
る
鹿
の
も
の
で
あ
る
。

債
値
法
則
は
自
然
法
則
的
性
質
を
有
ナ
ベ
し

経
持
皐
的
思
惟
の
補
助
手
段
ー
と
し
て
の
債
値
概
念

1
1
.ソ
ン
バ

Y
ト
の
提
唱

商
品
の
債
値
は
そ
の
包
含
す
る
枇
合
的
必
要
勢
働
時
聞
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
れ
、
・
商
品
は
そ
の
煩
値
に
於
て
交
換
せ
ら
る
L

と
友

ず
マ
ル
ク
ス
の
債
値
法
則
が
自
然
法
則
的
で
あ
る
か
持
叉
次

R
Y
ン
バ
ル
ト
の
主
接
す
る
如
〈
阜
た
る
経
済
事
的
思
惟
の
補
助
手
段

に
過
き
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
の
問
題
は
マ
ル
ク
ス
の
債
値
と
債
格
と
の
関
係
を
批
判
す
る
に
首
っ
て
先
づ
決
定
じ
℃
置
か
ね
ば
な
ら

ぬ
問
題
で
あ
る
“
若
し
そ
れ
此
の
法
則
が
自
然
法
則
的
性
質
を
有
ず
べ
き
で
あ
る
た
ら
ば
商
品
債
備
は
あ
る
正
確
さ
に
於
て
商
品
慎

絡
を
支
配
せ
心
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
言
ふ
如
〈
経
済
現
象
の
認
識
上
に
於
け
る
皐
た
る
補
助
手
段
で
あ
る
な
ら
ば

債
植
法
則
が
現
賞
記
慣
値
を
支
配
せ
歩
と
も
何
等
の
矛
盾
を
も
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。

マ
ル
ク
ス
の
債
値
法
則
が
自
然
法
則
で



あ
る
と
す
れ
ば
債
値
と
債
格
と
の
謂
離
に
就
て
マ
ル
ク
ス
は
責
を
負
は
ね
ぽ
た
ら
ぬ
。
此
が
自
然
法
則
左
異
た
る
も
の
で
あ
れ
ば

所
謂
マ
ル
ク
ス
の
『
矛
盾
』
に
就
て
マ
ル
ク
ス
の
責
任
は
な
い
の
で
診
る
。
メ
ン
バ
ル
ト
が
マ
ル
ク
ス
を
鰐
護
せ
ん
と
す
る
り
主
眼

は
と
L

に
あ
る
。

此
の
問
題
は
初
め
.
コ
ン
ラ
ツ
ド
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
依
っ
て
提
出
せ
ら
れ

h
I
ゴ
l
、
ラ
ン
デ
ス
。

る
鰭
肢
が
あ
っ
た
。
ゾ
ン
パ
ル
ト
は
そ
の
有
名
在
論
文

N
2
内
三

t
r
a
g
主。
5
5
2
η
r
g
ω

ーな
5
4
c
=
関
門
戸
ユ
一

V
P
3
(
E
J

円

rz
宗
門
田

O
H
E
m
p認
定
岡
市
ヴ

H
E
m
s
L
ω
g
t
i
F・
4
E・
ω・
m
m
U
1
8
6
に
於
て
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
考
へ
を
損
大
，
し
併
せ
て
ラ

ン
J

ア
ス
の
主
張
を
も
融
合
せ
ん
と
試
み
た
。
此
の
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
論
文
に
就
て
、
ポ
エ

1
ム
、
パ
ヴ
エ
ル
ク
。
ヵ

l
ル、

J

ア
イ
l
ル
等

エ
ン
グ
ル
ス
。
等
の
此
に
針
す

は
各
そ
の
マ
ル
ク
ス
批
評
に
於
て
反
封
し
た
の
で
あ
る
。
グ
ン
バ
ル
ト
は
共
後
(
一
九
O
九
年
)
他
の
著
書
ロ

S
F
$
2
2
1巾停

4
0
口
問
。
門
戸
冨

R
H
に
於
て
此
の
問
題
を
更
に
展
開
せ
し
め
自
然
科
皐
と
精
神
科
皐
と
の
根
本
問
題
よ
り
し
て
彼
の
思
想
を
貫
徹
せ

ん
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

先
づ
J
J

ン
パ
ル
ト
に
依
り
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ラ
ン
デ
ス
と
の
言
葉
を
引
用
す
る
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
日
〈
『
此
慎
値
概
念
は
吾
々
が
質

的
に
異
な
れ
る
商
品
を
計
量
し
得
べ
き
大
さ
!
ー
か
L
る
大
さ
と
し
て
交
換
行
程
に
参
加
す
る
ー
ー
と
し
て
認
識
せ
ん
と
す
る
時
に

吾
々
の
思
惟
に
封
し
て
欠
〈
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
』
『
商
品
は
同
質
な
る
抽
象
的
人
間
附
労
働
時
間
の
塊
と
し
て
の
み
比
較
し
得
ら

れ
る
。
か
く
し
て
商
品
は
交
換
行
程
に
於
て
相
互
に
あ
る
割
合
で
代
替
せ
ら
れ
得
る
事
が
理
解
せ
ら
れ
る
』
と
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
意

は
マ
ル
ク
ス
の
債
値
概
念
が
思
惟
上
の
必
然
で
あ
る
と
言
ふ
鞘
に
あ
る
。
此
に
封
し
て
ラ
ン
デ
ス
は
経
験
的
立
場
に
印
し
て
日
く

噌
ル
ク
ス
の
債
償
法
則
主
生
産
伺
絡

ニ
O



蔚
血
中
間
町
究

第
一
巻

第
}
一
獄

一O
四

『
慎
値
法
則
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
考
ふ
る
如
〈
質
的
に
異
た
れ
る
商
品
を
計
量
し
得
べ
き
大
さ
と
し
て
表
は
す
た
め
に
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
思
惟
上
の
法
則
で
は
な
い
。
慣
値
法
則
は
寧
ろ
甚
だ
現
質
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
り
人
の
経
済
行
詩
上
の
自
然
法
則
に
し
て
競
争

の
法
則
の
一
固
た
る
も
の
に
外
た
ら
ぬ
』
と
。

グ
ン
バ
ル
ト
は
シ
・
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
を
更
に
大
謄
に
開
展
し
て
ゐ
る
。
彼
は
先
づ
マ
ル
ク
ス
の
慎
値
が
現
賓
の
何
鹿
に
も
存
在
し

て
ゐ
泣
い
事
を
読
〈
『
債
値
は
資
本
主
義
的
に
生
産
せ
ら
れ
た
商
品
の
交
換
比
率
の
中
に
現
貰
に
現
は
れ
な
い
:
:
:
商
品
は
そ
の
債

値
に
従
つ

τ邸
ち
そ
の
包
含
す
る
附
労
働
量
に
従
っ
て
交
換
せ
ら
る
主
事
な
く
債
格
が
債
値
に
等
し
い
の
は
寧
ろ
全
然
偶
然
的
の
も
の

で
あ
る
と
言
ふ
一
撃
は
資
本
主
義
的
生
産
方
法
心
特
質
た
る
も
の
で
あ
る
』
更
に
日
〈
『
債
値
は
資
本
家
的
生
産
者
の
意
識
中
に
生
動

せ
る
も
の
で
も
資
本
家
の
計
算
を
指
導
す
る
も
の
で
も
汲
〈
又
枇
合
的
年
産
物
の
分
配
規
準
と
i

で
の
役
目
を
な
す
も
の
で
も
商
品

買
買
賞
事
者
の
意
識
中

κ存
す
る
も
の
で
も
な
い
。
要
す
る
に
債
値
は
経
済
的
活
動
の
保
件
で
な
い
』
と
。
か
く
憤
値
が
資
本
制
的

経
済
生
活
の
現
象
界
に
何
等
の
存
在
を
も
有
し
た
い
と
す
る
左
ら
ば
債
値
は
全
然
存
在
す
る
と
と
な
き
も
の
で
あ
る
か
。
-

-Y
ン
バ
ル
ト
は
答
へ
て
日
〈
『
否
な
尚
此
鹿
に
此
の
潜
在
債
値
に
釘
ず
る
一
の
際
家
が
蔑
さ
れ
て
あ
る
、
そ
れ
は
経
済
理
論
家
の

思
惟
で
あ
る
。
賓
に
マ
ル
ク
ス
の
慣
値
の
特
質
に
就
て
の

ω口
E
p
m
d。
ュ
が
あ
る
な
ら
ば
弐
の
匂
で
あ
る

=
P
E
d司
内
丘
町
田
仲
同
月
吉

町
コ

-
-
L
1
m
m
r
3
国

C
コ
臼

21コ
‘
町
一
口
口
問
内
己

p
s
r
]片
げ
巾
吋

rnF{印門戸内
7
巾

E

彼
は
更
に
此
の
思
惟
的
世
帯
賓
た
る
債
偵
の
性
質
に
就
て
日
く
『
債
値
概
念
は
五
口
k

の
岡
山
惟
の
白
色
2
5室
内
向
]
た
る
も
む
で
あ
っ
て

経
済
生
活
の
現
象
を
理
解
す
る
た
め
に
吾
々
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
一
の

F
o
m
宮
r
H
E
S
2
7
0
で
る
る
。
此
の
債
値
概
念



。
所
作
肢
使
用
財
と
し
て
質
的
に
異
た
れ
る
商
品
を
量
的
成
形
と
し
て
顕
現
せ
し
む
る
に
あ
る
。
此
の
要
求
は
吾
々
が
絹
糸
や
靴
磨

ゃ
を
抽
象
的
人
間
附
労
働
の
皐
な
る
所
産
で
あ
る
と
思
惟
す
る
に
依
っ
て
満
た
さ
れ
る
。
而
し
て
此
等
商
品
は
勢
働
量
と
し
て
量
的
に

の
み
相
互
に
関
係
す
る
』
と
グ
ン
パ
ル
ト
は
右
の
如
く
マ
ル
ク
ス
の
債
値
概
念
を
経
酒
皐
的
思
惟
の
補
助
手
段
で
あ
り
一
の
理
論
的

事
賓
に
過
ぎ
・
な
い
と
論
断
す
る
。
然
し
此
は
決
し
て
マ
ル
ク
ス
白
身
が
明
か
に
か
L

る
思
想
を
接
表
し
て
ゐ
る
も
の
で
友
い
事
は
彼

。

も
認
め
て
ゐ
る
。
た
ど
彼
は
マ
ル
グ
ス
が
慎
値
概
念
を
右
の
如
き
意
味
に
理
解
し
て
ゐ
る
と
思
は
る
L
個
所
を
資
本
論
の
中
に
教
ケ

所
指
摘

ιて
ゐ
る
。

(H
ロロ
ω・
日
ω‘
ω
E・
HHHHω
・

ω]向山・

ω
4
0
鈍事。

此
底
に
問
題
と
な
る
も
の
は
多
く
の
マ
ル
ク
ス
批
評
家
が
考
へ
て
ゐ
る
如
く
マ
ル
ク
ス
自
身
も
亦
明
か
に
そ
の
債
値
法
則
を
自
然

法
則
な
り
と
述
べ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
グ
ン
バ
ル
ト
は
勇
敢
に
マ
ル
ク
ス
が
自
然
法
則
的
見
解
を
殻
表
せ
る
個
所
を
引
用
し
で
ゐ
る
。

例
へ
は
=
ロ
g
週
刊
三
例
町
田
内
定
ゲ
町
一
】
向
吋
吋
田
口
一
回
二

r
B
(勺
三

回

)
H
W
4
n
m
g九三

(H
百
ω-Huoγ
・
0
2
閉
山
口
門
】
弘
一
向
巧
向
『
仲
町
憎
ら
一
向
}
己
主

R

山

内

ロ

官

o
E
E
o
s
-
n
u
g
由主
2

5白

血

一

三

回

ニ

ユ

N
E
r
a
g
N
Z凶作一
2
5
2
2
(口口
ω二
∞

∞

)

Z

2

2
円

P
Z
Z
5
5
P
I

由

2NU
仏

2
岡
市
山
口

NmgFロ

KMm白
ロ
円

mMMmぷ
町
内
口
止

σ日
吋
町
二
回
ゲ
ロ
ロ
仏
目
印

ZmHEMご
州
内
印
刷
同
伴

N
者
一
ユ
内
丹
】
】
一

2
・
n
]

内
回
目
。
司
白
内
丹

N
色
町
田
戸

4m『
仲
凶

Z

(
同
門
円
ロ

市
山
・
色
白
吋
)
注
れ
他
口
同

H
ω
-
N
G吋
-NG∞-
E
H
H
ω
・
ω
E
8。
・
等
。

マ
ル
ク
ス
の
債
値
法
則
は
必
ヂ
し
も
思
惟
上
の
事
質
た
る
事
た
く
し
て
マ
ル
ク
ス
の
一
言
ふ
如
ぐ
明
か
に
あ
る
現
質
的
意
味
が
興
へ

ら
れ
て
ゐ
る
。
ゾ
ン
パ
ル
ト
は
更
に
忠
索
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
、
日
く
『
慣
値
概
念
は
吾
々
が
商
品
を
努
働
生
産
物
と
し
て
量
的
相

互
関
係
と
に
翻
念
す
る
所
に
存
在
す
る
。
然
し
な
が
ら
吾
々
が
此
の
慣
値
概
念
に
努
働
な
る
内
容
を
奥
へ
る
事
は
決
し
て
無
頓
着
に

ヤ
ル
ク
ス
の
償
健
法
則
と
生
産
領
絡

二

O
五
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た
さ
れ
た
も
の
で
は
た
い
』
と
、
プ
ジ
バ
ル
ト
の
此
の
言
葉
を
分
析
す
れ
ば
債
値
概
念
の
形
式
と
内
容
と
が
麗
則
さ
れ
る
。
領
値
概

.
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念
の
形
式
は
量
的
成
形
主
一
=
一
口
ふ
事
で
る
る
。
而
し
て
此
の
『
量
』
‘
の
貫
質
が
勢
働
で
あ
る
か
、
何
で
あ
る
か
の
問
題
即
ち
憤
値
の
内

‘
 
.

.

.

.

 

、
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 ‘. 

容
問
題
の
前
者
と
直
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
鼠
占
然
ら
ば
ゾ
ン
バ
ル
ト
が
持
働
・
な
る
内
容
を
認
め
た
の
は
如
何
な
る
理
由
に
依
る
か
。

商
問
申
柑
昨
究

『吾
-R

は
商
品
を
社
合
的
州
労
働
の
生
産
物
と
見
倣
す
と
と
に
依
っ
て
そ
の
中
に
あ
る
経
揖
上
客
観
的
に
最
も
緊
要
な
事
買
を
論
詮
ぜ

ん
去
す
る
に
あ
る
。
人
聞
の
経
済
的
存
在
が
主
と
し
て
努
働
の
位
舎
的
生
産
力
の
護
展
に
基
く
も
の
で
あ
る
事
は
明
白
で
あ
る
:
・
:
・

マ
ル
ク
ス
は
自
然
的
生
産
力
と
佐
倉
的
生
産
力
と
を
直
別
し
た
後
者
の
み
が
慎
値
概
念
の
内
容
と
し
て
考
察
怠
る
h
も
の
で
あ
る
』

『
物
的
に
規
定
せ
ら
れ
た
マ
ル
ク
ス
の
債
値
概
念
は
経
済
的
存
在
の
基
調
を
な
し
て
ゐ
る
枇
曾
生
産
力
な
る
一
の
・
事
賓
に
封
ず
る

o
r
c
B
H
E
m
n
z
h
y
S
F
5付
で
あ
る
』
と
、
グ
ン
バ
ル
ト
は
賦
労
働
の
祉
舎
的
生
産
力
を
人
聞
の
蛭
務
的
存
在
の
根
本
的
事
賓
と
し

τ

債
値
概
念
の
内
容
に
取
入
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
て
日
く
『
右
の
概
念
を
債
値
の
内
容
と
す
る
故
に
債
値
法
則
は
資
本
主
義
的
経
済

制
度
に
於
け
る
法
則
と
し
て
普
遍
的
危
内
零
を
有
す
る
事
に
な
る
。
商
品
の
債
値
は
最
後
に
於
て
す
べ
て
の
経
済
現
象
を
支
配
す
る

特
殊
の
歴
史
的
形
式
で
あ
る
.
労
働
の
枇
合
的
生
産
力
の
程
度
長
そ
の
饗
化
等
は
生
産
者
又
は
経
済
行
需
を
な
せ
る
個
人
の
意
識
に

。

上
る
事
な
〈
し
て
債
格
や
飴
剰
債
値
率
や
要
言
す
れ
ば
経
済
生
活
め
あ
ら
ゆ
・
る
形
態
を
最
後
に
於
て
決
定
す
る
所
の
も
の
で
あ
る

.
・
:
か
く
し
て
予
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
及
一
フ
ン

J

ア
ス
に
具
題
化
さ
れ
た
封
立
は
調
和
さ
る
べ
き
も
の
と
思
ふ
。
債
値
概
念
は
確
か
に
思
惟

の
補
助
手
段
で
あ
る
、
然
し
盤
調
的
生
活
に
釘
し
て
決
定
的
た
客
観
的
事
賓
た
る
枇
合
的
附
労
働
の
生
産
力
を
債
値
の
封
象
と
な
す
と

と
に
依
っ
て
債
値
法
則
は
事
貫
会
経
済
生
活
を
支
配
せ
る
法
則
否
孜
寧
ろ
統
制
的
原
理
円
門
的
ロ
ロ
2
6
E
E
H
i
H山口
N
f
た
る
も
の
で
あ



る
:
一
・
か
く
し
て
マ
ル
ク
ス
の
陸
系
中
に
於
け
る
矛
盾
、
卸
ち
商
品
債
値
は
現
象
中
の
何
庭
に
も
顕
は
れ
や
又
経
済
行
持
者
の
意
識

の
何
底
に
も
存
し
な
い
の
で
あ
る
が
而
も
備
経
拙
何
事
象
を
最
後
に
於
て
統
制
し
支
配
す
る
と
言
ふ
矛
盾
が
解
決
せ
ら
れ
る
。
吾
々
は

債
値
に
就
て
何
も
の
も
経
験
し
た
い
。
債
値
は
私
か
に
そ
の
作
用
を
在
す
の
で
あ
る
。
(
ロ
「

ω・
8
6
債
値
は
隠
密
の
原
因
で
あ
り

(ロ

rsu)
債
値
法
則
は
、
山

5
2
2
C
Z
Z
N
で
あ
る
』
と
。

グ
ン
パ
ル
ト
が
附
労
働
を
慎
値
の
内
容
と
し
た
理
由
は
附
労
働
の
枇
舎
的
生
産
力
が
経
済
上
客
観
的
に
最
も
緊
要
な
事
賓
で
あ
り
此
の

事
賓
が
経
済
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
を
最
後
に
於
て
決
定
し
支
配
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
彼
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ラ
ン
デ

ス
と
も
調
和
し
得
た
り
と
泣
す
の
で
あ
る
、
日
く
債
値
概
念
は
確
か
に
思
惟
の
補
助
手
段
で
る
る
が
債
値
法
制
は
経
済
生
活
の
統
制

的
原
理
で
あ
る
と
。
吾
々
は
此
の
黙
に
就
て
充
分
の
論
究
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
ボ
エ

1
ム
:
ハ
ヴ
エ
ル
グ
及
デ
イ
1
ル
の
所
見

を
欝
〈
。

ーー

バ

グ

エ

Y
ク
及
デ
イ

Z

Y
の
駁
論

ポ
ヱ

1
ム
、
パ
グ
エ
ル
グ
は
グ
ン
バ
ル
ト
の
思
想
に
劃
し
て
弐
の
や
う
な
意
見
を
彼
の
卓
抜
な
マ
ル
ク
ス
批
評
N
Z
己

k
p
t
R
E
E印

己
巾
剖
]
戸
ム

F
H
J
H加
わ

-Y2Mω
い
可
制
沖
合
己
(
】
り

2
誌
と
尚
昆
円
円
D
円
】
同
信
一
町
田
・
ロ
ロ

m-JH門
戸
口
出
]
h

』
昨
日
三
】
一
円
h
z
a
]

戸一一円

21凶

ロコ
L
2
5

め一
O
田口

C

{

1

}

(

一回

ω切
断
片
町
言
以
下
引
用
は
英
語
に
依
る
)
の
中
氏
謹
べ
て
ゐ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
そ
の
慣
値
論
を
始
む
る
に
古
っ
て
現
賞
な
る
交
換
闘
係
よ
り
出
立
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
即
ち
ふ
d

酬
明
。
完
全
日
斥
円
H

す
ル
ク
λ

の
傾
値
法
則
と
生
産
償
絡

ニ
O
七



内
患
研
究

第
一

3

第
一
波

二
O
A

銭
8
3
4
4
?
た
る
方
程
式
が
作
ら
る
与
の
位
向
霊
友
る
共
通
白
第
三
者
が
雨
者
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
り
此
の
第
三
者
は
労
働
で

あ
る
。
若
，
と
れ
ソ
ン
パ
ル
ト
O
一
一
一
一
口
ふ
如
く
債
値
概
念
が
皐
に
思
惟
的
存
在
た
る
に
過
ぎ
な
い
な
ら
ば
艇
は
同
室
な
る
共
通
要
素
が

交
換
せ
ら
る
L
物
の
串
に
存
在
し
て
ゐ
る
と
言
ふ
マ
ル
ク
ス
の
論
決
を
許
容
す
る
事
は
出
来
危
い
。
然
ら
や
ん
ば
方
程
式
を
構
成
せ

る
雨
商
品
に
存
在
す
る
同
量
の
共
通
要
素
は
持
働
で
な
い
と
の
結
論
に
到
建
す
べ
き
管
で
あ
る
。
(
句
-
H
C
U
V

次
に
マ
ル
ク
ス
自
身
は
彼
の
債
値
法
則
が
自
然
法
則
的
で
あ
る
事
を
信
じ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
『
債
値
法
則
は
重
力
の
法
則
の
如

〈
に
働
く
・
:
:
・
』
〈
ω
-
B
)『
此
は
首
然
債
値
が
そ
の
債
格
運
動
の
中
心
黙
で
あ
る
事
を
設
す
る
も
の
で
あ
る
。
』
(
ロ
伊

ω・
目
。
〉
と
述

ぺ
て
ゐ
る
。
此
は
既
に
グ
ン
パ
ル
!
?
も
引
用
す
る
慮
で
あ
る
が
、
か
-h

る
マ
ル
ク
ス
の
見
解
は
グ
ン
バ
ル
ト
の
解
鰐
に
反
す
る
も
の

で
あ
る
。
若
し
夫
れ
『
マ
ル
ク
ス
が
彼
の
債
値
法
則
に
封
し
て
事
貫
上
に
で
な
く
翠
に
思
惟
上
に
於
て
の
み
の
由
民
貫
性
を
求
め
た
と

す
れ
ば
披
が
頃
値
法
則
は
一
方
に
債
格
運
動
を
支
配
し
他
方
に
生
産
債
格
自
身
を
も
支
配
す
る
故
に
此
の
法
則
は
生
産
債
格
の
成
立

に
不
拘
、
現
賓
の
交
換
闘
係
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
事
を
詮
明
す
る
た
め
に
な
し
た
努
力
に
は
一
関
何
の
意
味
が
あ
っ
た
a

の
で
あ
ら
う
か
』
(
勺
・

5
3
と
。
以
上
の
如
〈
バ
ヴ
エ
ル
ク
は
マ
ル
ク
ス
自
身
が
そ
の
慣
値
法
則
玄
現
貫
工
り
出
立
せ
し
め
此
を
自

然
法
則
と
し
て
現
貫
に
詮
明
吃
ん

ε努
力
し
た
事
を
指
摘
し
た
。

更
に
、
グ
ン
パ
ル
ト
が
債
値
概
念
を
一
方
思
惟
の
補
助
手
段
と
す
る
と
同
時
に
他
方
経
椅
現
象
の
背
後
に
あ
っ
て
此
を
統
制
せ
る

も
の
で
あ
る
と
論
守
る
に
封
し
て
バ
グ
エ
ル
ク
は
日
く
『
ソ
ン
バ
ル
ト
は
マ
ル
ク
ス
の
債
値
が
事
賓
の
験
設
に
立
た
な
い
事
を
許
容

。三
]
P
4
4
E
2
H
H
H
巾
の
隠
家
主
求
め
た
。
然
L
訟
が
ら
彼
は
計
ら
や
も
現
貨
の
世
界
に
巧
紗

し
経
済
理
論
家
の
思
惟
の
中
に
此
の



-
た
抜
出
し
を
試
み
慎
値
概
念
は
客
概
的
に
最
も
緊
要
な
る
事
買
に
埴
合
す
る
も
の
な
る
事
を
主
張
し
『
人
間
枇
舎
の
純
情
的
存
在
を

客
観
的
に
支
配
せ
る
事
震
の
経
情
表
明
』
で
あ
る
と
一
言
ふ
の
で
あ
ろ

0

・

『
問
題
は
一
か
又
は
他
か
の
問
顕
で
あ
る
。

マd
ル
ク
ス
の
慎
値
が
現
貨
の
事
買
に
遁
合
す
る
可
申
そ
要
求
す
る
訟
ら
ぽ
大
暗
に
此
を
肯

定
ず
る
の
詮
に
出
づ
べ
き
で
あ
っ
て
完
全
友
る
事
震
の
験
識
を
逝
く
る
た
め
に
「
瓜
惟
上
の
補
助
手
段
」
な
る
壁
一
設
を
築
く
べ
き
で

な
い
。
若
し
又
慣
値
が
此
の
暫
濠
の
中
に
保
護
を
求
め
ん
と
す
る
・
な
ら
ば
事
賓
の
験
設
は
避
け
ら
れ
る
。
此
の
場
合
に
於
て
間
接
的

の
乎
段
を
以
て
あ
る
比
‘
隠
的
意
義
を
陵
昧
に
肯
定
せ
ん
と
す
る
一
惑
は
不
可
で
あ
る
』
(
句
・
日
山
ミ
l
N
C
S
パ
ヴ
エ
ル
タ
は
か
く
グ
ン
パ
ル

ト
の
行
論
の
矛
盾
を
指
摘
し
更
に
論
法
を
改
め
て
ゾ
ン
バ
ル
ト
が
弊
働
の
枇
合
的
体
産
力
よ
り
し
て
附
労
働
を
慣
値
概
念
の
内
容
と
す

る
事
を
批
判
し
て
ゐ
る
。
此
は
債
値
製
設
に
於
け
る
所
詞
客
観
抵
と
主
観
減
と
の
論
争
で
あ
っ
て
他
の
仰
所
に
於
て
論
ヂ
ペ
き
問
題

で
あ
る
。

弐
に
カ
1
ル、

J

ア
イ

I
ル
も
そ
の
著
、

d
mヴ伺円円凶

g
ぺ
何
匹
以
]
雪
山
田

4
0
ロ
巧
市
三

Z
ロ{
H
P
-
m
一白山
5
2
8ロ
O
B山田口
r
g
ω
u
a伴内包

司
O
口
問
m
H
H
H
Z
号
M

円
に
於
て
ゾ
ン
パ
ル
ト
の
見
解
に
反
釣
し
て
ゐ
る
。
そ
の
論
擦
は
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
見
解
が
『
マ
ル
ク
ス
の
著
書
の

会
精
一
柳
に
A
口
せ
ざ
る
』
(ω
・
α)
に
在
る
ω

卸
ち
デ
イ
l
ル
は
バ
グ
エ
ル
グ
と
同
じ
〈
マ
ル
ク
ス
が
そ
の
償
値
法
則
を
自
然
法
則
た
り

と
思
惟
じ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
事
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
『
枇
合
的
必
嬰
附
労
働
時
間
は
支
配
的
自
然
法
則
と
し
て
唱
さ
と
丹
即
位

g

に
行
は
れ
る
』
『
市
場
は
絶
え
守
鵠
張
ぜ
ら
れ
て
そ
の
千
繋
と
此
守
支
配
す

4

る
保
件
と
は
益
主
生
産
品
脅
か
ら
濁
立
し
た
自
然
法
則
の
形

態
を
取
る
に
至
る
』
(
口
町

ω・
M
N
N
O
)

共
他

.H-ω
・
8
H
H
H
H
m
-
H
U吋・

ω・
ωωmw-

ロ
ロ
み
-

H

∞ω
等
を
引
則
し
て
此
を
詮
明
し
『
僧

守
ル
タ
λ

の
償
健
法
則
と
生
産
償
給

ニ
O
え



前
態
研
究

第
一
絵

第
一
一
説

二
一

O

値
及
慣
絡
の
関
係
は
グ
ン
パ
ル
ト
の
意
味
す
る
よ
り
も
遥
か
に
密
接
た
も
の
で
あ
る
転
ω・
3
と
論
じ
叉
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
前
掲
の
や

う
な
思
想
を
溌
表
し
た
時
、

エ
ン
グ
ル
ス
、
一
ア
ン
デ
ス
、
一
ア
ハ
ア
ル
グ
等
の
マ
ル
キ
シ
ス
ト
自
身
が
此
に
反
封
し
た
事
を
附
加
し
て

ゐ
る
。
然
し
て
日
く
「
各
の
債
値
誌
に
劃
す
る
試
金
石
は
此
が
無
限
に
紛
銑
錯
綜
せ
る
個
k

の
債
格
現
象
に
劃
し
て
H

州
市
民
巳
を
興

へ
得
る
か
否
か
に
あ
る
。
債
値
論
は
此
れ
以
外
に
目
的
を
有
つ
筈
が
な
い
:
:
:
債
値
法
則
は
す
べ
て
の
債
格
形
成
に
劃
し
て
決
定
的

な
る
又
そ
の
基
礎
と
な
る
諸
要
求
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
』
(ω
・A

F

・)と。

か
く
て
デ
イ
I
ル
も
パ
ヴ
エ
ル
ク
と
同
一
見
解
主
持
し
て
ゾ
ン
パ
ル
ト
の
所
謂
思
惟
上
の
補
助
手
段
と
し
て
の
債
値
概
念
を
排
斥

し
慎
値
法
則
は
常
に
現
貰
h
g
支
配
す
る
か
否
か
に
依
っ
て
そ
の
正
否
を
検
す
べ
し
と
た
す
の
で
あ
る
。

精
神
科
事
一
一
般
の
法
則
佐
に
闘
す
る
問
題

吾
々
は
更
に
J
/

ン
バ
ル
ト
の
り
S
F
T
5
4
2
r
g口
問
自
己
居

R
M
の
一
章
巧
宮
内
包

E
H
F
-
:凶山内
g
N
E
Z
巧
宮
内
守

町内
}
M
m

町仲同町山田陣内ー仲

に
於
て
彼
の
思
想
を
如
何
に
稜
展
せ
し
め
て
ゐ
る
か
を
見
る
事
と
す
る
。
伎
は
此
書
に
於
て
一
歩
を
進
め
自
然
科

墜
と
精
紳
科
墜
(
叉
は
人
間
科
閥
単

Z
g
R
5
0一広場町
mmg目

nrppu
と
を
区
別
し
前
者
の
法
則
と
後
者
の
法
則
と
の
根
本
的
に
異
ゑ

る
所
を
明
か
に
し
『
自
然
科
串
上
の
法
則
は
認
識
の
成
立
bq-
表
は
す
も
の
で
あ
る
が
:
:
:
枇
合
法
則
曲
O

N

E
刊
の

g
立
N

は
此
を
は

て
認
識
に
到
建
す
る
昨
2
r
E
m
n
r
h
F
H
U
3
5仲
に
外
た
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
』

(ω
・
主
)
と
言
ふ
の
で
あ
る
。

自
然
科
皐
及
精
神
科
事
の
麗
別
に
就
て
の
彼
の
犬
鰻
の
意
見
は
尖
の
如
き
も
の
?
あ
る
。



此
の
雨
科
撃
の
根
本
的
差
異
は
認
識
目
的
叉
は
認
識
の

r片
E
E
E
2
の
差
異
に
根
ざ
す
も
の
で
な
い
。
最
近
の
研
究
(
リ
ツ

カ

1
ト
危
E
の
研
究
を
指
す
も
の
と
思
は
る
L
)

は
吾
々
に
根
本
的
に
異
な
る
こ
つ
の
認
識
蹄
趨
(
同
門
r
S
E
E
m
N
W
]
)
の
あ
る
事
を

示
す
、
卸
ち
何
日
ロ
N

一

mr一
件
の
認
識
と

hc-m2己巾山口
rm一件

の
認
識
是
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
此
の
二
種
の
科
撃
的
認
識
方
法
は
人

間
思
惟
の
何
れ
の
範
国
に
も
あ
る
。
印
ち
自
然
科
曲
学
も
『
悟
史
的
』
認
識
を
な
す
と
と
が
あ
る
。
例
へ
ば
地
球
史
動
物
史
等
の
如
き

で
あ
る
。
叉
人
間
科
撃
も
『
自
然
科
事
的
』
認
識
を
用
ふ
る
。
例
へ
ば
市
場
論
貨
幣
諭
の
如
き
で
あ
る
。
故
に
人
間
思
惟
の
二
つ
の

範
国
の
根
本
的
匡
別
は
認
識
蹄
趨
の
差
異
に
あ
る
の
で
友
く
認
識
素
材
の
差
異
よ
り
生
や
る
も
の
で
一
あ
る

0
2・
ω寸
)

か
く
し
て
ゾ

ン
バ
ル
ト
は
雨
科
撃
の
差
異
を
認
識
目
的
又
は
認
識
方
法
に
求
め
ん
と
す
る
最
近
の
皐
誌
に
反
封
し
此
を

ω宮
崎
の
差
異
よ
り
生
や

る
と
な
す
。
日
く
叶
吾
々
は
自
然
を

2
4目的

m
E岳

て

2ihH巾
た
も
の
で
は
な
い
、
そ
れ
で
債
格
形
成
の
現
象
と
同
様
に
展
史
的
現
象
た
り
得
る
の
で
あ
る
。
然
し
吾
k

は
そ
の
降
雨

な
も
の
と
し
て
の
み
考
察
す
る
と
と
が
出
来
る
。
成
程
降
雨
は
決
し

を
常
に
同
じ
働
き
を
な
せ
る
力
公
]
内
町
内
r
Z冊
目
一
河
口
骨
口
問
込
町
円
)
と
し
て
、
世
界
を
満
た
せ
る
同
一
の
化
事
的
、
物
理
的
過
程
の
あ
る

一
定
の
頴
現
と
し
て
恒
久
態
の
内
に
観
察
す
る
の
で
あ
る
:
:
然
る
に
吾
々
は
人
間
行
詰
を
か
L

る
自
然
力
の
護
現
と
し
て
考
察
す

る
と
と
は
出
来
白
。
何
故
な
ら
ば
五
口
々
は
此
の
自
然
力
か
ら
人
間
行
存
の
中
に
あ
る
特
殊
の
活
動
力
を
説
明
す
る
事
が
出
来
ぬ
か
ら

で
あ
る
。
』

3
・

ω∞
)
邸
ち
人
間
行
存
を
支
配
す
る
力
は

m
F山岳豆町一

t
g
p
で
な
い
。
此
底
か
ら
雨
科
謬
の
認
識
方
法
及
認
識
成
果

に
根
本
的
危
差
異
を
生
守
る
。

認
識
方
法
に
於
て
自
然
科
事
は
肘
豆
田
町
内

}
E
m
及
び

0
5三
巴
丘
町
円
三
£
に
向
ひ
人
間
科
皐
は
】
凶
町
田
町
内

-
s
m
及
び
ロ
ロ
ロ
]
区
江
口
円
ロ
己
的

マ
ル
ク
λ

の
領
位
法
則
と
生
産
領
絡

一一ー
ー



商
皐
研
究

第
一
血
管

第
一
統

一一日
一一

に
向
ふ
。
認
識
の
成
川
市
た
る
・
法
則
に
於
て
は
、
引
力
。
法
則
の
如
き
自
然
法
則
は
そ
の
働
〈
力
が
常
に

E
m山
口
げ
で
あ
る
か
ら
永

久
不
錨
挫
で
あ
る
。
然
る
に
精
神
科
皐
に
於
け
る
力
は
絶
え
宇
鑓
化
し
て
ゐ
る
か
ら
普
遍
袋
常
性
を
有
す
る
『
法
則
』
の
樹
立
は
不
可

詣
で
あ
る
。
『
吾
々
は
あ
る
一
の
動
機
(
例
へ
ば
出
来
る
丈
け
高
く
賓
b
出
品
川
る
だ
け
安
く
買
ふ
欲
望
)
を
思
惟
上
に
於
て
討
究
し
此

の
仮
設
を
恐
ら
く
全
然
現
宜
に
働
か
な
い
法
則
に
組
立
て
る
。
此
の
法
問
は
認
識
で
な
く
し
て
認
識
の
準
備
た
る
に
過
き
な
い
』

〈
ω
-
A
F
A
F
)

‘
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.
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.
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自
然
科
製
上
の
法
則
は
富
に
認
識
の
釘
象
で
あ
り
O
が
精
榊
科
晶
一
上
の
法
則
は
場
町
民
主
国
内
切
品
目
ロ
ロ
宮
町
田
の
補
助
手
段
た
る
に
過

... 
‘
.
‘
.
‘
.
‘
 .
.
.
.
 ‘.‘.‘ 
.
.
.
.
.
 ‘.、.‘
.
.
.
 、、
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‘.、
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.
.
 ，、
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ぎ
な
い
。
印
ち
精
紳
科
墜
上
の
法
則
は
認
識
の
最
後
で
た
く
し
て
認
織
の
最
初
な
の
で
あ
る
。
『
枇
曾
撃
や
経
済
事
や
が
歴
史
と
異
な

る
所
以
の
も
の
は
認
識
の

4
a
g
g江田口
Z
〉
ユ
で
ら
る
、
然
し
此
の
組
織
は
唯
日
の
人
間
揺
史

ο過
程
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る

た
め
の
補
助
手
段
と
し
て
奉
仕
す
る
の
み
で
あ
る
』

(ω
・
出
)

グ
ン
バ
ル
ト
は
右
の
如
く
論
守
る
事
に
依
っ
て
維
持
串
上
に
於
け
る
法
則
が
決
し
て
自
然
法
則
の
如
〈
正
雄
に
珂
裳
を
支
配
す
る

事
た
き
を
主
張
し
前
の
論
文
に
於
て
提
出
し
た
『
思
惟
の
補
助
手
段
』
な
る
概
念
を
姐
〈
精
帥
科
事
一
般
に
一
立
っ
て
論
断
し
た
。
而

し
て
日
〈
『
マ
ル
ク
ス
の
護
見
し
た
附
の
も
の
は
経
済
串
の
健
系
を
構
成
す
る
合
法
性
及
経
掛
皐
的
方
法
の
総
和
で
な
く
し
て
寧
ろ

此
の
合
法
性
の
背
後
に
間
着
守
る
生
き
た
人
間
で
あ
る
』
(ω
・
2
)
と
言
ぴ
マ
ル
ク
ス
の
偉
大
を
ミ
ケ
ラ
ン
ぜ
て
ぺ

I
ト
ヘ
ン
の

そ
れ
と
比
し
、
近
代
に
が
、
て
JY
ラ
を
以
て
彼
に
比
す
べ
き
唯
一
入
者
と
し
た
。

グ
ン
パ
ル
ト
の
此
の
著
の
論
越
は
.
ツ
ン
パ
ル
z
f
o
前
掲
論
文
の
思
組
に
根
践
を
興
ふ
る
も
の
で
あ
る
故
に
、
此
の
書
に
封
す
る
批



評
は
甚
だ
犬
切
な
も
の
で
あ
る
け
れ

E
も
問
題
が
経
済
哲
壊
の
根
本
に
鵠
る
L

も
の
で
あ
っ
て
今
此
を
詳
論
す
る
の
飴
裕
と
準
備
の

た
い
哀
を
遺
憾
と
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
書
に
於
け
る
彼
の
思
想
の
主
要
な
問
題
は
第
一
に
自
然
科
皐
及
精
榊
科
皐
を
区
別
す
る
に

首
っ
て
最
近
の
串
読
の
如
く
認
識
目
的
叉
は
方
法
よ
り
せ
予
し
て
認
識
素
材
よ
り
す
る
事
で
あ
る
。
第
二
の
問
題
は
白
然
力
は
恒
常

で
あ
る
が
人
間
カ
は
制
捜
化
す
る
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
第
三
の
問
題
は
自
然
科
皐
の
法
則
は
認
識
の
成
立
を
意
味
す
る
が
精
紳
科
事
の

法
則
は
認
識
の
補
助
手
段
に
摘
が
」
十
前
者
は
4
4

円
揖
安
営
で
あ
り
致
事
的
に
規
定
せ
ら
る
h

が
後
者
は
然
ら
や
前
者
は
現
震
的
支
配
を

な
す
が
後
者
は
思
惟
上
の
仮
設
た
る
も
の
で
あ
る
と
な
し
結
局
す
る
に
精
紳
科
撃
の
法
則
は
人
間
隠
史
の
認
識
の
柄
助
手
段
に
過
ぎ

や
と
な
す
黙
で
あ
る
。

ゾ
ン
パ
ル
ト
の
推
論
に
は
幾
多
の
鍛
陥
が
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
五
口
々
は
第
一
の
問
題
を
他
日
に
譲
り
、
第
二
の
問
題
は

一
躍
グ
シ
パ
ル
ト
の
言
ふ
庭
を
肯
定
し
自
然
と
人
間
力
と
の
差
異
を
認
め
る
事
と
す
る
。
然
し
、
本
篇
に
直
接
関
係
あ
る
第
三
の
問

題
に
於
て
吾
々
は
若
干
の
質
問
を
提
出
し
た
い
。

吾
々
は
あ
る
自
然
科
墜
例
へ
ば
物
理
墜
上
の
法
則
が
普
湿
受
賞
的
で
敢
闘
皐
的
で
あ
り
、
経
済
息
一
上
の
法
則
が
比
較
的
然
ら
ざ
る
事

を
認
む
る
の
で
あ
る
が
自
然
科
祭
の
一
た
る
動
物
製
上
の
法
則
例
へ
ば
自
然
淘
汰
の
法
則
と
経
済
墜
上
の
法
則
例
へ
ば
物
債
の
法
則

と
が
そ
の
安
首
位
の
上
に
於
て
如
何
な
る
根
本
的
の
差
異
が
あ
り
得
る
で
あ
ら
う
か
。
雨
者
の
問
に
一
一
は
現
質
的
支
配
を
な
し
他
は

車
に
思
惟
的
存
在
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
直
別
が
如
何
に
し
て
存
在
し
得
る
か
。
叉
自
然
淘
汰
の
法
則
は
動
物
皐
の
認
識
の
針
象
た
る

も
の
で
あ
る
が
、
物
債
の
法
則
は
経
揖
現
象
認
識
の
補
助
手
段
で
あ
る
と
如
何
に
し
て
言
び
得
る
か
、
五
同
‘
々
は
俄
か
に
此
の
区
間
を

マ
ル
ク
λ

の
償
値
法
則
と
生
産
債
絡

一一一一一一



向
感
研
究

な
し
得
・
泣
い
。
更
に
気
設
型
地
質
皐
等
の
自
然
科
墜
に
於
け
る
法
則
を
と
っ
て
も
同
様
で
あ
る
と
信
十
る
。
雨
科
撃
の
法
則
は
仰
れ

第
一
巻

第
一
一
誠

二
四

も
そ
の
科
接
的
認
識
の
封
象
で
あ
り
又
同
時
に
何
れ
も
自
然
現
象
及
文
化
現
象
を
理
解
す
る
に
就
て
の
補
助
手
段
た
り
得
る
も
の
で

あ
る
と
信
歩
る
の
で
あ
る
。
論
者
は
常
に
雨
極
端
を
描
へ
来
っ
て
此
を
比
較
L
此
鹿
に
根
本
的
差
異
あ
り
と
な
す
。
然
し
た
が
ら
中

庸
の
ご
つ
を
取
っ
て
見
れ
ば
還
に
雨
極
端
の
差
も
桂
度
の
差
に
過
智
ざ
る
事
が
あ
る
。
グ
ン
バ
ル
ト
の
な
す
問
叉
此
の
如
き
も
の
で

は
た
か
ら
う
か
。
カ
墜
物
理
串
の
如
〈
極
め
て
抽
象
的
の
科
事
よ
り
進
ん
で
化
皐
天
文
感
気
象
皐
動
物
畢
等
の
如
〈
弐
第
に
具
象
的

賓
質
的
の
撃
に
至
る
に
従
っ
て
そ
の
封
象
と
此
を
支
臨
す
る
カ
と
が
弐
第
に
複
合
的
と
な
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
法
則
も
弐
第
に
そ
の

単
純
性
と
教
的
規
定
性
と
を
失
っ
て
来
て
居
り
普
遍
の
認
識
は
次
第
に
個
別
の
認
識
に
移
り
来
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
雨
科
皐
及
び

そ
の
法
則
の
限
界
棋
は
何
底
に
建
て
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
。

グ
ン
パ
ル
ト
が
精
神
科
墜
と
自
然
科
墜
と
の
差
異
上
り
マ
ル
ク
ス
の
債
値
法
則
の
非
賓
現
性
を
論
霞
せ
ん
と
し
た
事
は
恐
ら
く
失

敗
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
経
情
事
上
の
す
べ
て
の
法
則
は
決
し
て
か
L

る
単
な
る
思
惟
的
存
在
で
な
い
か
ら
で
る
る
。
物
理
事
上
の

法
則
の
如
き
安
営
性
と
教
的
規
定
性
と
を
有
せ
歩
と
も
必
歩
そ
は
現
置
に
卸
し
て
居
り
現
寛
を
支
配
し
て
居
る
。
苦
々
は
再
び
マ
ル

ク
ス
の
債
値
法
尉
w
h

錆
る
事
と
す
る
。

四

債
値
法
則
の
自
然
法
則
的
性
質
L
」

?
y
ク
λ

の
債
値
認
識
比
於
け
る
普
遍
化
的
態
度

ゾ
ン
バ
ル
ト
に
依
れ
ば
、
領
値
概
念
は
異
質
の
商
品
を
同
質
の
茸
に
謹
元
ぜ
ん
と
す
る
要
求
よ
り
生
歩
る
思
世
上
の
事
置
で
る
り



そ
の
同
質
物
が
接
働
時
間
で
あ
る
。
自
分
は
此
の
量
的
還
元
又
は
教
的
認
識
の
要
求
を
経
蹴
倒
的
債
値
概
念
に
於
け
る
形
式
寧
ろ
先
験

的
形
式
た
る
も
の
と
し
労
働
を
以
て
そ
の
内
容
、

而
し
て
経
験
的
事
震
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
経
済
的
債
値
、
即
ち
交
換
債
値

は
比
較
的
、
相
封
的
慣
値
で
あ
り
同
質
者
聞
に
し
か
存
立
し
特
色
仏
い
筈
で
あ
る
。
故
に
異
質
の
商
品
が
同
質
の
何
も
の
か
に
還
元
ぜ

ら
る
h

事
は
経
情
的
債
値
の
先
験
的
又
は
論
理
的
要
求
た
る
も
の
で
あ
り
思
惟
的
事
賓
で
あ
る
。
現
賞
。
世
界
に
印
せ
ざ
る
論
理
的

事
官
で
あ
る
。
然
る
に
持
働
は
決
し
て
先
験
的
の
も
の
で
な
い
。
此
は
経
済
現
象
で
あ
り
経
験
的
事
置
で
あ
る
。
此
の
経
験
的
事
費

を
憤
値
御
念
。
内
容
と
す
る
と
否
と
は
そ
が
経
験
的
現
象
に
吻
合
す
る
か
否
か
即
ち
債
値
現
象
を
支
配
す
る
か
否
か
に
依
う
て
決
せ

ら
れ
る
。
苦
々
が
経
済
上
の
債
値
形
式
に
内
容
を
附
興
ず
る
場
合
に
は
厳
に
此
を
経
験
的
事
震
に
徴
せ
ね
ば
た
ら
ね
。
グ
ン
バ
ル
ト

は
言
ふ
『
此
θ
量
的
還
元
の
要
求
は
吾
々
が
絹
糸
や
靴
ゃ
を
抽
象
的
人
間
持
働
の
患
な
る
問
屋
で
あ
る
と
思
惟
す
る
に
依
っ
て
満
た

さ
れ
る
』

lt探
し
た
が
ら
吾
々
は
経
験
に
照
合
す
る
事
な
く
し
て
か
h

る
思
惟
を
・
な
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
か
A
る
故
に
ボ
ヱ

ー
ム
、
パ
グ
エ
ル
ク
は
日
く
『
あ
る
任
意
の
科
撃
的
目
的
に
、
あ
る
任
意
の
抽
象
を
趨
合
せ
し
む
る
事
の
出
来
泣
い
事
は
恐
ら
く
吾
が

寧
敬
す
る
論
敵
泳
ン
パ
ル
ト
も
認
め
る
附
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
種
々
な
る
ぎ
2
2
を
「
居
間
師
団
内
聞
に
外
な
ら
ぬ
」
と
概
念
し
た
と
す

る
。
此
は
確
か
に
力
事
的
問
題
に
於
て
は
趨
切
で
あ
る
が
音
響
事
的
又
は
光
容
的
問
題
に
閲
し
て
は
明
か
に
詐
容
す
べ
か
ら
ざ
る
事

で
あ
る
:
:
:
此
の
例
は
科
皐
に
於
て
「
思
想
」
又
は
「
論
理
」
が
一
品
賞
か
ら
速
く
離
る
L
事
の
出
来
た
い
事
を
説
明
す
る
も
の
で
る

る
』
ハ
前
掲
書
、

M
M
'
N
S
〉
と
。
吾
々
は
グ
ン
パ
ル
ト
が
債
値
概
念
の
先
験
的
た
る
部
分
と
経
験
的
怠
る
部
分
と
を
混
同
し
、
す
べ
て

を
思
惟
的
存
在
な
り
と
す
る
事
の
誤
り
た
る
べ
き
を
信
守
る
。
債
値
概
念
の
内
容
は
此
を
経
験
に
徴
ぜ
ね
ば
怠
ら
ね
。

マ
ル
ク
見
の
債
依
法
則
と
生
産
傾
格

二
一
五
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然
し
某
し
て
グ
ン
バ
ル
ト
は
持
働
を
債
備
の
内
容
と
す
る
に
際
し
て
経
験
に
顧
み
ざ
る
を
得
・
な
か
っ
た
で
あ
る
。
伎
が
附
労
働
を
債

値
の
内
容
と
し
一
た
理
由
は
持
働
の
枇
曾
的
生
産
力
が
現
代
の
経
済
現
象
。
支
配
的
た
刀
3
p
e

な
っ
て
居
。
同
時
に
マ
ル
ク
ス
の
思
想
の

中
心
を
形
成

ιて
ゐ
る
事
で
b
る
。
置
に
此
の
論
法
は
パ
ヴ
エ
ル
ク
の
一
言
ふ
如
〈
『
此
の
越
難
所
(
経
掛
型
論
援
の
思
惟
)
か
ら
現

貰
の
世
界
へ
巧
妙
な
抜
出
』
し
を
・
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
論
が
前
論
と
矛
盾
に
陥
る
事
及
そ
の
行
論
の
膿
臨
た
る
一
挙
と
に
責
を
負

は
ね
ば
な
ら
ぬ
ρ
勢
働
の
枇
合
的
生
産
力
は
彼
の
一
士
一
口
ふ
如
〈
マ
ル
ク
ス
の
経
済
事
就
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
り
又
唯
物
史
制
の
按

心
た
る
も
の
で
あ
る
。
事
賢
吾
々
も
生
産
力
が
経
楠
現
象
の
主
要
な
支
配
的
原
因
で
あ
る
事
を
認
め
る
。
か
・
ふ
る
故
に
ゾ
ン
バ
ル
ト

は
持
働
の
枇
曾
的
生
産
力
は
『
終
済
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
安
一
最
後
に
於
て
決
定
す
る
』
と
言
ひ
『
儒
値
法
則
は
事
貴
金
経
済
生
活

を
支
配
せ
る
法
則
否
な
寧
ろ
統
制
的
原
理
た
る
も
の
で
あ
る
』
と
論
決
し
た
の
で
あ
る
。

ゾ
ン
バ
ル
ト
が
先
に
憤
値
は
何
蕗
に
も
存
在
せ
・
?
と
言
ひ
而
も
後
に
至
っ
て
債
値
・
法
則
は
統
制
的
照
理
・
な
り
と
一
言
ふ
行
論
は
甚
だ

巧
妙
を
秘
め
て
ゐ
る
と
言
ふ
よ
り
も
調
和
す
べ
か
ら
ぢ
る
二
つ
の
結
論
を
た
〈
み
に
正
一
口
ひ
紛
ら
し
た
も
の
な
り
と
言
ふ
の
近
き
を
信

十
る
。
仙
鮮
は
債
値
概
念
左
償
値
怯
則
と
を
使
ひ
分
け
前
者
は
思
惟
的
存
在
で
あ
り
後
者
は
経
臨
的
存
在
で
あ
る
か
の
如
く
言
ふ
の
で

あ
る
。
然
し
債
佑
概
念
代
償
値
の
賢
障
に
闘
す
る
慨
合
で
あ
り
鰐
鮫
法
則
は
債
値
の
作
用
に
闘
す
る
概
念
で
あ
る
。
然
し
て
債
純
賓

瞳
の
経
験
的
存
在
た
〈
じ
て
債
位
法
則
あ
る
事
は
た
い
。
経
跡
的
法
則
が
存
在
す
れ
ば
必
歩
そ
の
符
障
は
経
験
的
存
在
を
ゑ
す
替
で

泌
る
。
雨
者
は
閉
一
の
秩
界
に
ー
あ
る
べ
く
じ
て
別
の
世
界
に
あ
る
事
は
川
来
た
い
。

要
之
、
間
労
相
聞
な
る
経
験
的
事
費
を
債
値
概
念
の
内
容
と
た
す
時
は
、
そ
の
慣
値
法
則
は
自
然
法
則
的
性
質
を
享
受
す
る
。
よ
し
尉



謂
文
化
科
串
に
於
け
る
法
則
が
自
然
科
墜
の
そ
れ
の
如
き
恒
常
性
と
単
純
性
と
を
有
せ
ざ
る
事
が
事
管
で
あ
る
と
し
て
も
此
は
現
貫

を
統
制
す
る
も
の
で
た
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
荷
し
て
此
の
法
則
が
あ
る
京
確
さ
に
於
て
現
象
を
支
配
し
な
い
と
す
れ
ば
共
喝
に
は
地

の
保
件
が
此
に
影
響
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
比
の
他
の
保
件
例
へ
ば
『
使
用
債
値
』
叉
は
『
競
争
h

等
の
如
き
も
の
が
慎
値
法
則
の

認
識
に
於
て
無
関
し
得
ら
る
h
も
の
で
あ
る
か
、
又
は
『
他
の
保
件
が
等
し
け
れ
ば
』
な
る
句
を
以
て
骨
保
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

か
否
か
は
慣
値
内
容
の
批
判
に
譲
ら
ね
ば
た
ら
ね
。

最
後
に
マ
ル
ク
ス
自
身
の
強
度
に
就
て
論
や
る
に

マ
ル
ク
ス
の
行
論
に
も
此
等
の
批
評
家
が
持
し
〈
嘆
じ
て
ゐ
る
如
〈
不
明
瞭

左
側
庭
が
多
く
存
す
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
彼
が
そ
の
慣
値
法
則
を
自
然
法
則
的
に
解
轄
し
認
識
せ
る
事
は
パ
ヴ
エ
ル
ク
、
デ
イ
I

ル
等
の
指
摘
せ
る
旬
に
依
っ
て
明
白
で
あ
る
。
叉
マ
ル
ク
ス
が
一
位
合
的
必
要
努
働
時
間
の
概
念
を
構
成
す
る
に
営
り
、
利
用
務
働
よ

り
一
般
的
人
間
弊
働
を
抽
象
し
複
合
問
労
働
を
問
単
純
勢
働
に
還
元
し
皐
純
労
働
を
『
人
間
の
筋
肉
榊
経
頭
脳
等
の
一
定
の
生
底
的
泊
費
』

と
友
す
所
は
全
く
自
然
科
墜
に
が
、
け
る
ロ

E
E
5丘町
HEHMm
及
び

HWEηmmTHコ
同
の
方
法
EF-

趣
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て

日
く
『
商
品
を
弊
働
時
間
に
分
解
す
る
事
は
す
べ
て
と
の
有
機
臆
を
議
聴
に
分
解
す
る
と
等
し
き
拍
裁
で
あ
り
叉
等
し
く
異
質
で
あ

る
同
時
聞
に
依
っ
て
測
定
せ
ら
る
L
労
働
は
事
震
に
於
て
異
っ
た
主
慣
の
弊
働
と
し
て
現
は
れ
・
な
い
で
反
っ
て
各
勢
働
せ
と
個
人
が

単
友
る
間
労
働
の
機
械
と
し
て
現
は
る
h
の
で
あ
る

K
経
澗
皐
批
判

ω・
3
と
。
被
は
か
く
し
て
持
働
機
械
翻
を
建
て
た
の
で
あ
る
。

7
1
N

ク
ス
が
現
賢
的
。
事
費
よ
り
出
立
し
舟
然
科
事
的
方
法
に
依
っ
て
彼
の
論
を
進
め
た
世
帯
は
明
白
で
あ
る
。
故
に
吾
々
も
パ
ヴ

エ
ル
グ
、

J

ア
イ

1
ル
等
の
見
解
に
従
っ
て
マ
ル
ク
ス
の
債
値
法
則
は
自
然
法
則
的
性
質
を
有
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
と
論
決
す
る
。
，
究

マ
ル
タ
ユ
の
僚
健
法
剣
と
生
産
債
絡

二
一
七
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に
問
題
冒
と
な
る
も
の
は
債
値
法
則
は
果
し
て
自
然
法
則
と
し
て
の
安
常
性
を
有
す
る
か
と
言
ふ
事
で
あ
る
」
思
惟
の
世
界
』
印
ち
天

閣
を
逐
位
れ
た
債
値
法
問
り
死
括
除
今
や
一
に
か
h

っ
て
自
然
法
則
的
安
営
性
あ
る
や
否
や
卸
ち
地
上
の
生
活
に
詔
臨
し
得
る
や
否

ゃ
に
存
す
る
@

債
値
法
則
は
生
産
債
格
を
支
配
す
る
や

グ
ン
バ

y'

ト
の
批
評

前
論
の
如
〈
ゾ
ン
バ
ル
ト
は
マ
ル
ク
ス
の
債
値
概
念
を
思
惟
の
補
助
手
段
た
り
と
解
す
る
と
同
時
に
債
値
法
則
は
あ
る
蓋
然
性
に

於
て
経
滴
現
象
を
経
済
行
錯
者
の
意
識
に
よ
る
世
帯
主
〈
隠
密
の
聞
に
支
配
せ
る
社
合
的
事
賓
で
あ
る
と
す
る
。
而
し
て
彼
は
又
飴
刺

債
値
を
此
と
同
様
に
解
轄
す
る
の
で
あ
る
。
棋
に
よ
れ
ば
飴
剰
慣
値
概
念
は
利
潤
の
認
識
上
の
草
友
る
思
惟
手
段
で
あ
っ
て
個
々
の

生
産
行
程
に
於
て
現
賓
に
存
す
る
も
の
で
た
い
P

飴
剰
債
値
は
た
ピ
祉
舎
を
般
に
於
て
資
本
家
階
級
の
手
に
納
め
ら
れ
た
全
枇
舎
の

総
飴
剰
債
値
と
し
て
個
k

粧
掛
行
詩
者
の
意
識
に
上
る
議
た
き
一
の
枇
合
的
事
賓
と
し
て
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
彼
の
か
L

る
見
解

は
賞
然
に
債
怖
と
憤
格
、
録
剰
慣
値
と
利
潤
と
の
経
験
的
合
致
を
否
定
す
る
の
態
度
と
な
る
。
生
産
債
格
が
慎
値
と
異
な
る
も
O
で

あ
る
世
帯
は
彼
の
此
の
見
解
に
劉
賞
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
マ
ル
ク
ス
が
生
産
慣
格
成
立
以
前
に
於
て
は
債
値
と
慎
絡
と
は

一
設
し
て
ゐ
た
と
一
一
一
口
ふ
事
並
に
資
本
の
競
争
が
起
る
と
共
に
資
本
ば
高
失
組
成
の
生
産
域
印
ち
利
潤
低
き
方
面
よ
り
低
失
組
成
の
生



産
域
即
ち
利
潤
高
き
万
耐
に
移
動
し
一
般
的
乎
均
利
潤
率
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
と
言
ふ
積
極
及
齢
剰
憤
植
法
制
の
賓
詮
論
に
封
し

て
否
定
的
態
度
を
取
ら
か
ば
な
ら
ね
の
で
あ
る
。
前
掲
論
文
に
上
っ
て
披
の
所
設
を
見
w
Q

ゅ

『
予
は
資
本
翁
第
一
ニ
念
の
若
干
の
筒
跡
に
が
、
て
マ
ル
ク
ス
が
飴
刺
債
値
と
利
潤
と
の
峻
厳
な
る
直
脚
を
な
す
と
と
を
止
め
、
雨
者
の

聞
に
経
験
的
関
係
を
作
り
出
さ
ん
と
試
み
た
の
で
は
・
な
い
か
と
の
印
刻
を
受
け
た

n

此
の
一
例
は
地
代
論
に
於
て
ど
あ
る

J

然
し
就

中
予
の
此
の
印
刻
を
深
く
し
た
の
は
競
争
に
依
る
一
般
利
潤
率
の
平
均
に
関
す
る
論
に
於
て
ピ
あ
る
。
此
底
に
於
て
は
弐
の
如
き
外

見
が
得
ら
れ
る
。
部
ち
マ
ル
ク
ス
の
慣
値
が
首
然
あ
る
べ
き
地
位
た
る
論
理
上
に
の
み
友
ら
歩
又
経
験
的
に
或
は
叉
マ
ル
ク
ス
の
一
一
再

ふ
如
〈
歴
史
的
に
齢
剰
慎
値
は
偶
々
の
生
産
域
に
於
け
る
資
本
制
生
産
の
出
護
賭
で
あ
っ
た
。
此
の
出
稜
賭
か
ら
・
資
本
制
的
生
産
が

護
足
し
、
か
く
し
て
事
買
上
、
資
本
の
不
同
一
な
組
成
か
ら
一
般
に
不
同
一
の
利
潤
が
生
み
出
さ
れ
弐
第
に
そ
の
不
同
一
の
利
潤
は

資
本
の
移
動
に
よ
り
此
に
梶
躍
す
る
債
格
の
騰
貴
叉
は
下
落
の
結
果
一
の
平
均
利
潤
に
平
均
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
此
が
マ
ル
ク
ス

の
意
見
で
あ
れ
ば
大
な
る
謬
想
に
基
い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
論
は
論
理
的
に
叉
経
験
的
に
等
し
く
謬
っ
て
ゐ
る
。

『
論
理
上
よ
り
言
へ
ば
祉
合
的
事
賓
た
る
鈴
剰
償
値
生
産
を
個
人
的
事
貫
た
る
開
。
丘
町
四
回
鳴

mE}苫
ロ
ぬ
と
混
合
す
る
と
と
は
費
本
論

の
み
一
摺
導
的
思
想
か
ら
の
堕
落
で
あ
る
』
と
、
卸
ち
此
の
論
は
天
国
に
あ
る
べ
き
齢
剰
債
髄
概
念
を
地
上
に
引
き
下
す
も
の
で
あ
っ

て
論
理
的
に
謬
む
だ
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
グ
ン
パ
ル
ト
は
更
に
論
を
進
め
て
日
〈
、

『
此
の
論
仕
叉
経
験
的
に
誤
謬
で
あ
る
。
何
と
・
な
れ
ば
産
業
の
殻
建
が
常
に
か
〈
の
如
き
方
法
で
行
は
れ
る
と
す
る
た
ら
ば
新
し
く

起
っ
た
各
産
業
域
に
就
て
此
の
場
合
が
存
せ
ね
ば
ゑ
ら
ぬ
。
印
ち
マ
ル
ク
ス
の
見
解
が

E
し
い
た
ら
ば
資
本
主
義
の
稜
建
を
隠
史
的

守
ル
グ
ユ
の
債
償
法
則
と
生
産
債
務

一一一九



出
問
壌
問
問
究

第
一
巻

時
帰
-
一
誠

二
二

O

に
見
る
時
は
明
か
に
資
本
主
義
は
先
づ
一
巾
げ

g
色
相
川
市
町
ゲ
色
作
の
優
っ
て
ゐ
る
生
産
域
印
ち
平
均
以
下
の
資
本
組
成
の
生
産
域
を
行

有
し
而
し
て
弐
に
そ
の
第
一
の
生
時
域
に
於
け
る
生
産
が
念
に
増
大
し
債
格
が
侭
下
す
る
に
従
っ
て
漸
弐
他
の
生
産
域
に
移
軌
ず
る

で
あ
ら
う
:
:
然
し
た
が
ら
資
本
制
的
生
産
は
歴
史
的
に
司
見
て
一
部
分
は
直
ち
に
後
の
穂
類
の
生
産
域
に
稜
建
し
た
の
で
あ
る
@
採

掘
業
の
如
き
は
是
で
あ
る
』
と
、
更
に
彼
は
現
布
の
欣
態
に
論
究
L
て
日
く
『
利
潤
寧
と
飴
剰
慣
値
寧
と
を
純
験
的
に
結
付
け
る
事

が
罷
吏
的
に
印
ち
費
本
主
義
の
初
期
に
徴
し
て
誤
り
で
あ
る
如
〈
叉
穂
建
せ
る
費
本
制
的
生
産
の
扶
熊
に
於
て
も
更
に
一
暦
誤
り
で

あ
る
。
今
日
J
向
次
或
は
低
弐
の
資
本
組
成
を
以
て
一
の
事
業
を
開
く
と
す
る
、
然
る
時
は
そ
の
生
産
物
の
債
格
決
定
及
利
潤
計
算
は

全
然
資
本
支
出
の
基
礎
の
上
に
行
ば
れ
る
。
然
し
て
昔
で
も
今
で
も
事
置
に
於
て
資
本
は
一
の
生
成
域
か
ら
他
の
生
島
町
域
に
移
動
す

翁

る
の
で
あ
る
が
そ
の
主
た
る
理
由
は
儲
か
に
利
潤
率
の
不
平
等
に
存
ず
る
吊
而
し
此
の
利
潤
率
の
不
平
等
は
資
本
の
組
成
に
基
く
に

非
守
し
て
何
等
か
競
争
に
依
る
原
閃
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
今
日
で
も
繁
柴
せ
る
生
産
哉
は
一
部
は
甚
だ
高
い
資
本
組
成
の
も
の
例

へ
ば
鏑
山
業
、
化
串
工
業
、
ピ

i
ル
酸
説
葉
、
汽
縫
製
遣
業
等
で
あ
る
』
と
、
ゾ
ン
パ
ル
ト
は
か
く
生
産
債
格
以
前
に
も
慣
値
と
債
格

と
は
一
致
せ
や
叉
平
均
利
潤
寧
は
決
し
て
マ
ル
ク
ス
の
一
言
ふ
如
き
描
程
を
経
て
現
は
れ
た
も
の
で
な
く
第
三
巻
第
十
背
中
は
マ
ル
ク

ス
の
経
済
閣
常
時
系
の
璃
揖
た
る
も
の
で
あ
る
と
極
論
し
論
決
し
て
日
く
『
利
潤
率
に
建
す
る
に
は
除
剰
債
値
寧
に
出
護
制
を
取
ら
ね

ば
反
ら
ぬ
事
は
理
論
的
営
然
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
経
験
的
に
は
全
然

E
営
で
な
い
』
と
。

ソ
ン
パ
ル
ト
の
生
産
債
格
成
立
に
就
て
の
批
評
は
大
韓
右
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
主
口
々
は
彼
O
偽
剰
債
値
に
就
て
の
見
解
に
封

し
で
は
甑
w
h

梯
論
に
於
て
経
験
科
商
学
の
概
念
構
成
が
経
験
を
離
れ
て
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事
を
論
じ
棋
の
債
値
概
念
を
斥
け
た
と
同



一
の
態
度
を
持
す
る
の
'
で
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。
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は
マ
ル
ク
ス
の
営
然
・
訟
オ
ベ
き
責
務
で
あ
り
叉
控
除
科
修
の
性
鎖
上
論
理
的
皆
然

ρ事
で
あ
る
。

資
本
家
の
意
識
に
上
る
も
り
は
飴
剰
債
艇
で
訟
〈
利
潤
で
あ
る
事
は
マ
r

ル
ク
ス
も
叉
充
分
に
説
く
削
で
あ
る
。
黙
し
て
資
本
家
組

成
が
異
な
れ
ば
齢
制
債
銅
が
異
な
り
従
っ
て
利
潤
率
が
異
な
る
。
そ
し
て
資
本
援
の
誰
で
も
よ
り
大
な
る
利
潤
寧
の
生
ず
る
生
産
域

に
資
本
を
投
下
す
る
管
で
あ
る
J

r

此
り
経
験
的
事
賓
が
否
定
さ
れ
る
た
ら
ば
同
時
に
飴
剰
債
値
論
が
否
定
さ
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
噌
グ
ン

バ
ル
ト
の
矛
盾
は
此
臨
に
あ
る
。
グ
ン
パ
ル
ト
が
『
利
潤
率
に
到
催
す
る
に
は
齢
剰
債
偵
率
に
出
張
騎
を
取
ら
ね
ば
-
な
ら
ぬ
が
、
経

験
的
に
は
全
然
正
賞
で
な
い
』
と
言
ふ
挙
の
中
に
紋
の
認
識
の
根
本
的
な
矛
盾
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

グ
ン
パ
ル
ト
の
、
資
本
組
成
比
率
の
相
兵
よ
り
来
る
質
際
上
の
利
潤
卒
の
相
異
を
経
験
的
に
否
定
す
る
論
は
此
を
質
設
す
る
事
質

を
明
示
せ
・
予
叉
そ
の
行
論
も
あ
ま
り

E
確
で
な
い
事
の
た
め
に
、
今
直
ち
に
マ
ル
ク
ス
の
川
論
を
全
く
破
っ
た
と
す
る
事
は
出
来
な

い
け
れ

E
も
自
分
は
結
論
に
述
ぷ
る
が
如
き
理
論
を
有
す
る
故
に
一
度
此
を
正
賞
と
断
守
る
。
，
次
に
ボ
エ

1
ム
、
パ
グ
エ
ル
グ
の
批

評
を
挺
〈
。

ポ

Z

E

ム、

バ
ゲ
エ

w
F

ク
の
批
評

『
資
本
論
第
一
巻
に
於
て
は
す
べ
て
の
債
値
は
附
労
働
の
み
に
基
い
て
居
り
、
商
品
の
債
値
は
そ
の
生
産
に
必
要
な
る
附
労
働
時
間
に
比

例
す
る
の
で
あ
る
:
;
そ
れ
で
一
時
的
な
場
合
の
偏
差
を
離
れ
長
期
に
亘
っ
て
見
れ
ば
同
じ
量
を
包
合
せ
る
商
品
は
原
則
と
し
て
相

T
t
p

タ
ユ
の
侵
値
法
則
在
住
障
償
絡

一一一一
一
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互
に
交
換
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
向
。
然
る
に
今
第
三
巻
に
於
て
吾
々
は
第
一
巻
の
敬
へ
に
従
ふ
筈
の
も
の
が
決
し
て
そ
う
で
あ
り
得
た

い
一
等
を
聞
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
個
々
の
陪
品
は
そ
れ
に
包
合
せ
ら
れ
て
ゐ
る
附
労
働
量
の
割
合
と
異
っ
た
割
合
に
従
っ
て
交
換
さ
れ

る
、
叉
交
換
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
此
は
偶
然
的
な
一
時
的
た
も
の
で
な
く
し
て
必
然
的
な
も
の
で
あ
り
永
久
的
た
も
の
で
あ
る
:
:
:

予
は
此
の
矛
盾
に
就
て
何
等
の
説
明
も
和
解
も
あ
り
得
な
い
で
た
ど
矛
盾
そ
れ
自
身
が
あ
り
得
る
の
み
だ
と
信
歩
る
。

マ
ル
ク
ス
の

第
三
巻
は
第
一
巻
と
矛
盾
す
る
。
平
均
利
潤
寧
及
生
産
債
格
論
は
債
値
論
と
調
和
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
』
(
前
掲
書
司
・

8
1
2〉
と
。

パ
グ
エ
ル
グ
は
か
〈
伎
の
結
論
を
前
提
し
て
マ
ル
ク
ス
の
慎
値
法
則
と
生
産
債
格
と
の
矛
盾
を
指
摘
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
伎
は

マ
ル
ク
ス
が
同
者
を
調
和
せ
ん
た
め
に
試
み
た
摺
解
を
四
つ
に
分
ち
一
々
此
を
論
駁
す
る
a

、司，，任、

第
一
、
個
々
の
商
品
は
そ
の
慣
値
以
上
又
は
債
値
以
下
笠
買
ら
れ
る
け
れ

E
も
此
の
相
互
的
な
偏
差
は
互
に
相
殺
し
て
世
舎

金
盟
K
於
て
は
生
産
せ
ら
れ
た
商
品
の
生
産
債
格
の
鵡
量
は
そ
の
債
位
の
綿
量
と
等
し
h
と
言
ふ
事
〈

U
S
民
主
・
口
F
ω
-
H
ω
∞)

此
に
封
す
る
パ
ヴ
エ
ル
ク
の
批
評
の
要
鞘
を
摘
録
す
れ
ば
同
抑
も
債
値
法
則
の
目
的
は
異
な
れ
る
商
品
が
貿
際
吾
人
の
前
に
提
示

す
る
交
換
関
係
の
説
明
に
外
な
ら
な
い
。
然
る
に
総
生
産
債
格
が
綿
償
値
に
等
し
い
と
せ
ら
る
主
事
は
正
し
く
慎
値
法
則
の
説
明
封

象
を
逸
し
去
る
も
の
で
あ
っ
て
個
々
の
交
換
闘
係
の
説
明
を
、
な
す
べ
き
憤
値
法
則
の
揺
鮮
と
た
る
も
の
で
ゑ
い
(
司
・
コ
1
4
3但
『
マ

ル
ク
ス
は
生
産
債
絡
の
慎
値
よ
り
の
偏
差
が
相
互
に
相
殺
す
る
事
を
説
い
て
後
日
く
「
資
本
制
的
生
産
に
於
て
は
会
閣
と
し
て
一
般

的
法
則
が
、
非
常
に
綜
錯
ぜ
る
股
践
の
中
に
於
て
絶
え
ざ
る
費
動
の
結
え
ざ
る
平
均
と
し
て
支
配
的
傾
向
を
も
仏
す
も
の
で
あ
る
L
t
ζ

。

此
蕗
に
マ
ル
ク
ス
は
二
つ
の
茜
だ
臭
っ
た
も
の
を
混
同
し
て
ゐ
る
。
邸
ち
捕
獲
勤
の
平
均
と
永
久
的
に
又
根
本
的
に
不
問
去
る
も
の
L



平
均
と
を
混
同
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
絶
え
ざ
る
野
動
か
ら
結
果
す
る
平
均
が
そ
の
法
則
と
契
合
す
る
理
由
で
一
般
法
則
を
支
持
す

る
事
は
正
首
で
あ
る
・
・
・
・
・
・
然
し
債
値
か
ら
偏
差
す
る
生
産
債
格
の
場
合
に
於
て
は
費
勤
の
問
題
で
な
く
し
て
必
然
的
な
永
久
的
危
煽

差
で
あ
る
宍

MM-a13)
然
し
て
パ
グ
エ
ル
ク
は
此
の
必
然
的
友
永
久
的
な
偏
差
に
平
均
を
求
め
た
と
し
て
も
そ
れ
は
何
等
憤
位
法

則
に
封
し
て
意
味
を
な
さ
な
い
空
虚
な
平
均
だ
と
言
ふ
り
で
あ
る
。

疑
ひ
も
た
く
マ
ル
ク
ス
。
が
互
に
相
殺
す
る
と
言
ふ
意
味
に
は
二
つ
あ
る
。

る
。
時
間
的
の
相
殺
は
一
の
生
産
域
に
於
け
る
債
格
費
動
が
そ
の
平
均
債
格
た
る
生
産
慎
絡
に
時
間
的
に
平
均
す
る
事
で
あ
り
・
{
会

一
は
時
間
的
の
相
殺
で
あ
り
他
は
昼
間
的
た
相
殺
で
あ

間
的
の
相
殺
は
異
た
れ
る
生
産
域
間
に
或
は
債
値
以
上
の
或
は
債
値
以
下
の
生
産
慎
値
が
生
じ
此
等
は
た
ど
空
間
的
陀
翻
察
し
て
の

み
憤
値
に
平
均
す
る
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
債
格
論
に
は
明
か
に
此
の
ご
う
の
平
均
が
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
第
三
容
第
十
章

に
於
て
は
此
の
二
つ
の
も
の
が
混
同
さ
れ
て
ゐ
る
か
の
如
き
観
が
あ
る
。
恐
ら
〈
此
は
マ
ル
ク
ス
が
債
値
に
平
均
す
る
と
一
一
=
口
ふ
事
を

力
説
す
る
の
あ
ま
り
一
の
牽
強
附
舎
に
陥
れ
る
も
の
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
。

れ山勺

を
支
配
す
る
事

(
H
H
F
ω
・
目
。
)

第
二
、
商
品
の
生
産
に
嬰
す
る
努
働
時
間
の
減
少
叉
は
増
加
は
生
産
債
格
を
騰
落
せ
し
む
る
故
に
債
位
法
則
は
債
格
の
運
動

マ
ル
ク
ス
は
他
の
傍
件
が
等
し
け
れ
ば
そ
の
生
産
に
要
す
る
持
働
時
間
の
増
減
は
債
格
を
増
減
せ

し
む
る
お
・
目
。
)
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
バ
グ
エ
ル
ク
も
此
を
債
格
決
定
上
の
原
悶
と
し
て
認
め
る
。
然
し
此
の
論
賠
は
債
値
と
生

産
債
格
と
の
偏
差
に
就
て
何
等
の
解
窓
口
を
奥
へ
る
も
の
で
な
い
か
ら
此
虚
に
暮
す
る
。

阻

第
三
、
債
値
法
則
は
債
依
の
生
産
債
格
へ
の
縛
化
が
未
だ
行
は
れ
な
か
っ
た
時
代
に
於
て
は
商
品
の
交
換
債
値
を
萎
み
な
き

マ
品
ク
兄
の
償
値
法
則
主
生
産
債
絡

一一一一一一一



出
問
愚
研
究

第
一
巻

第
一
段

ニ
ニ
凶

様
戚
を
以
て
支
配
し
℃
ゐ
た
と
言
ふ
事

2
・】

2
1
5
ε
邸
中
り
附
労
働
者
が
各
そ
の
生
産
手
段
を
所
有
す
る
如
き
枇
舎
に
於
て
は
そ
の

資
本
組
成
に
臆
巴
た
異
な
れ
る
利
潤
卒
が
得
ら
れ
か
〈
し
て
商
品
は
そ
の
慣
値
で
交
換
せ
ら
れ
た
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
バ
グ
エ
ル
ク

は
守
ル
ク
ス
の
第
三
容
に
於
け
る
此
の
例
詮
が
何
等
事
官
民
基
か
な
い
鮫
訟
で
あ
り
『
詮
明
の
片
影
だ
も
否
た
詰
明
ぜ
ん
と
の
試
み

さ
へ
も
含
ま
れ
て
ゐ
歩
:
・
:
・
マ
ル
ク
ス
は
た
Y
絞
り
間
論
か
ら
演
鐸
し
た
も
の
で

b
る
』
(
句
・
∞
ご
と
し
資
本
制
な
き
枇
舎
に
於
て
も

利
潤
の
相
異
は
生
出
向
者
に
取
っ
て
無
関
心
な
る
べ
き
管
が
な
い
事
を
理
論
的
に
反
詰
し
又
宮
際
に
於
て
は
大
な
る
不
時
償
資
本
h
g
有
す

る
生
産
者
は
何
等
不
踊
礎
資
本
な
き
生
産
者
よ
り
も
高
い
利
潤
を
獲
得
し
つ
L
あ
り
と
た
ず
。
(
可
・
ω
O
)

然
し
て
資
本
組
成
の
異
な
る

に
依
る
利
潤
寧
の
世
間
異
は
過
去
に
於
て
も
亦
現
在
に
於
て
も
存
在
ぜ
・
?
と
主
挺
し
た
グ
ン
バ
ル
ト
の
前
越
の
論
に
同
意
し
て
ゐ
る
。

此
隔
に
於
て
は
此
の
二
人
の
論
敵
は
一
は
マ
ル
ク
ス
の
債
伯
概
念
を
天
国
に
救
は
ん
が
た
め
他
は
此
を
地
上
に
暁
闇
せ
ん
が
た
め
に

奇
(lV)し

く
も
意
は
を
等
し

す
る
の
で
あ
る

第
四
、
債
純
法
則
は
複
雑
な
経
済
組
織
内
に
於
て
生
産
債
絡
を
少
〈
と
も
間
接
に
且
つ
最
後
に
於
て
統
制
す
る
“
何
と
た
れ

ば
債
値
法
則
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
れ
た
商
品
の
綿
債
値
は
鵡
飴
剰
債
値
を
決
定
す
る
。
然
し
て
組
飴
剰
債
植
は
平
均
利
潤
の
高
を
従

っ
て
一
般
利
潤
寧
の
高
を
支
配
す
る
か
ら
で
あ
る
事
(
筒
τ

伊
民
ω

)

V

此
に
釘
し
て
パ
グ
エ
ル
グ
は
慎
組
は
生
産
償
持
決
定
の
一
要

素
に
過
官
己
ざ
る
も
の
で
、
他
に
附
川
値
に
関
係
な
き
決
定
要
拡
が
あ
る
事
を
主
張
す
る
。

パ
ヴ
エ
ル
ク
は
第
一
問
に
於
て
線
偵
値
と
組

生
産
債
格
と
が
一
致
す
る
故
K
慣
値
法
則
は
生
産
債
格
を
支
配
す
る
と
言
ふ
事
の
無
意
味
去
る
を
論
じ
此
の
第
四
問
に
於
て
生
産
債

格
の
決
定
要
素
を
探
り
債
値
法
則
が
生
産
債
格
を
決
定
す
る
と
言
ふ
事
の
甚
だ
し
〈
間
接
的
た
る
事
を
難
・
ず
る
の
で
あ
る
。



パ
グ
エ
ル
ク
は
一
商
品
の
生
産
債
格
を
そ
の
前
身
に
湖
っ
て
賃
銀
額
の
繕
和
と
平
均
利
潤
の
穂
和
と
に
分
ち
、
第
一
に
憤
値
に
闘

係
主
主
貰
銀
寧
ハ
マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば

g
。+
g
e
+
呂韮
H
H
問
。
の
場
合
賃
銀
事
が
騰
貴
し
て

ω。
@
が
日
ωue
と
な
れ
ば
窓
、
+ω
♂
+
H
U
E

H
H
S
と
在
り
債
値
に
蝿
型
化
を
来
さ
・
な
い
〉
が
直
提
に
生
宜
伸
債
格
決
定
の
一
要
素
と
な
る
事
を
設
〈
(
M
Y

同ミ
1
5
8突
に
叉
穂
慣
値

が
締
飴
剰
償
値
を
決
定
し
綿
飴
剰
慣
値
が
4
均
利
潤
を
決
定
し
平
均
利
潤
寧
が
平
均
利
潤
と
て
る
ま
で
に
は
叉
債
値
に
閥
係
な
き
賃

銀
率
、
一
位
曾
の
純
資
本
、
及
一
生
産
域
に
於
け
る
資
本
額
等
が
各
一
決
定
要
素
と
し
て
共
働
す
る
も
の
で
あ
り
債
値
と
生
産
債
格
と

の
聞
の
因
果
関
係
は
甚
だ
疎
遠
・
な
も
の
で
あ
る
と
一
言
ふ
の
で
あ
る
。
パ
ヴ
エ
ル
ク
の
此
の
論
は
大
抵
マ
ル
ク
ス
白
か
ら
認
め
て
ゐ
る

所
で
あ
り
特
に
賃
銀
事
の
生
産
債
格
に
及
ぼ
す
影
響
は
第
三
巻
第
十
一
章
に
詳
論
さ
れ
て
ゐ
る
。
パ
ヴ
エ
ル
ク
の
推
識
は
あ
ま
り
K

依
陥
を
漁
る
事
に
徴
細
に
し
て
時
に
疋
鵠
を
逸
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
信
す
る
の
で
あ
る
が
、
重
要
で
・
泣
い
故
に
此
鹿
に
詳
論
す

る
事
を
止
め
る
。
吾
々
は
す
べ
て
を
結
論
に
譲
り
更
に
デ
イ
1
ル
の
批
評
を
見
る
。

カ

E

Y
、
デ
イ

E

Y
の
批
評

J

ア
イ
1
ル
は
主
と
し
て
ポ
エ
1
ム
、
パ
グ
エ
ル
ク
が
殆
ど
備
れ
た
か
っ
た
競
争
需
要
供
給
等
の
方
面
か
ら
マ
ル
ク
ス
の
債
値
及
慎

格
の
闘
m
F
係
を
批
判
し
ゃ
う
と
試
み
る
。
伎
は
先
づ
卒
均
利
潤
寧
の
成
立
に
就
て
論
評
す
る
。
日
〈

『
此
の
利
潤
寧
の
平
均
を
設
さ
し
め
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
と
言
ふ
に
マ
ル
タ
ス
に
従
へ
ば
競
争
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
臼
《
「
此

の
異
な
れ
る
利
潤
寧
は
競
争
に
依
っ
て
此
等
す
べ
て
の
利
潤
寧
の
平
均
な
る
一
般
利
調
寧
に
平
均
せ
じ
め
ら
れ
る
」
〈
口
町

ω・
Hωov

マ
ル
タ
且
の
領
値
法
郎
と
生
産
償
絡

二一一五
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:
:
:
又
日
〈
「
費
本
は
利
潤
の
低
い
方
面
か
ら
引
出
さ
れ
て
よ
り
高
き
利
潤
を
生
歩
る
方
面
に
投
ぜ
ら
れ
る
。
此
不
断
の
流
出
入
に

依
っ
て
資
本
は
幾
多
の
生
産
域
に
於
け
る
平
均
利
潤
を
同
」
な
ら
し
め
従
っ
て
慎
値
ぞ
襲
じ
て
生
産
債
格
た
ら
し
む
る
如
き
需
給
関

係
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
」
(
口
町

ω・
口
町
)
と
、
吾
々
は
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
会
三
巻
の
内
確
か
に
此
以
上
の
論
究
を
以
て
最
も
薄

大

弱
訟
最
も
不
満
足
の
も
の
と
断
定
し
て
よ
い
。
部
ち
此
鹿
吃
於
て
は
有
名
な
平
均
利
潤
率
・
の
謎
が
解
訣
さ
る
べ
き
で
あ
る
の
K
マル

ク
ス
は
此
の
困
難
を
排
除
す
る
事
註
く
し
て
此
を
回
避
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
同
額
の
資
本
が
異
な
れ
る
分
量
の
生
き
た
附
労
働
を
遁

用
す
る
に
不
拘
、
同
額
の
利
潤
を
生
や
る
と
一
日
一
日
ふ
事
ほ
如
何
に
し
て
起
る
か
ど
説
明
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
:
:
:
生
き
た
附
労
働
の
み
が
飴

剰
債
値
の
形
成
を
な
す
の
で
あ
る
か
ら
利
潤
が
平
均
す
れ
ば
そ
れ
は
債
値
法
則
を
侵
害
す
る
事
と
な
る
の
で
あ
ら
う
。
然
る
に
此
矛

盾
主
解
決
せ
ん
が
た
め
に
マ
ル
ク
ス
は
単
純
に
債
格
は
債
値
法
則
に
依
っ
て
ど
は
友
く
競
争
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
去
説
明
す
る
。

競
争
は
利
潤
寧
を
平
均
し
同
一
の
利
潤
率
は
債
格
の
中
に
進
み
入
る
の
で
あ
る
。
然
り
生
産
債
格
及
一
般
利
潤
率
の
概
念
は
凡
て
個

々
の
商
品
は
そ
の
債
値
で
販
貰
せ
ら
れ
た
い
と
宮
ふ
事
に
基
い
て
ゐ
る
。
然
し
て
此
は
皐
に
債
値
法
則
は
債
格
を
支
配
せ
や
と
の
承

認
を
含
む
の
み
た
ら
歩
更
に
又
究
極
に
於
て
慎
格
を
支
配
す
る
も
の
は
蹴
労
働
量
で
た
く
し
て
生
産
費
た
と
言
ふ
、
マ
ル
ク
・
ス
の
畢
設

と
は
全
然
矛
盾
す
る
一
の
事
を
含
ん
で
ゐ
る
。
此
見
解
を
押
し
詰
め
て
行
け
ば
マ
ル
ク
ス
は
生
古
川
費
訟
に
到
達
し
た
く
て
は
た
ち
な

か
っ
た
で
あ
ら
う
。
何
故
危
ら
ぜ
マ
ル
ク
ス
は
白
か
ら
商
品
債
値
の
一
部
即
ち
利
潤
は
可
嬰
資
本
の
み
に
依
ら
守
し
て
投
下
資
本
総

額
舵
依
っ
て
決
定
す
る
事
を
認
め
て
居
り
従
っ
て
債
値
及
債
格
の
尺
度
を
決
定
す
る
も
の
は
勢
働
の
み
で
ゑ
い
事
そ
承
認
し
む
く
て

は
な
ら
ぬ
筈
だ
か
ら
で
あ
る
民
前
掲
書

ω・
M
G
i
】
吋
)

J

ア
イ

I
ル
は
か
く
平
均
利
潤
寧
が
競
争
に
依
っ
て
賀
ら
さ
れ
る
事
は
債
値
法



則
を
破
る
も
の
で

b
っ
て
マ
ル
ク
ス
は
正
し
く
生
産
費
誌
に
行
〈
ぺ
き
で
‘
あ
っ
た
と
論
守
る
。
か
く
し
て
日
く
『
マ
ル
ク
ス
の
取
る

べ
き
遣
は
た

r
二
つ
あ
る
。
部
ち
経
隣
接
上
の
概
念
と
し
て
の
債
値
は
断
じ
て
、
債
格
問
題
認
識
の
た
め
に
用
を
な
さ
ぬ
と
言
明
す

る
か
或
は
債
値
畢
訟
は
間
違
9
て
ゐ
る
と
言
明
す
る
か
執
れ
か
?
あ
る
』
と
五
口
々
は
前
論
に
於
て
既
に
マ
ル
ク
ス
の
債
値
法
則
が
債

格
一
現
象
を
支
配
す
べ
き
自
然
法
則
的
性
質
を
有
す
べ
き
事
を
論
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
『
債
格
問
題
認
識
の
た
め
に
用
た
な
さ
ぬ
』
と

言
ふ
事
は
『
間
違
っ
て
ゐ
る
』
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
蔑
さ
れ
た
道
は
此
の
道
一
つ
で
あ
る
か
。

次
に

J

ア
イ
l
ル
は
賓
際
に
債
値
法
則
が
支
配
す
る
と
忠
は
る
と
ニ
つ
の
場
合
を
皐
げ
て
論
評
す
る
。

3
・
弓
l
H
S

山
内
一
の
主
庄
域
に
於
け
る
費
本
の
組
成
比
率
が
宛
も
枇
合
的
平
均
資
本
の
組
成
と
一
致
す
る
場
合
、
デ
イ
l
ル
は
此
の
場
合
が
全

〈
偶
然
的
に
し
か
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
論
外
に
置
く
と
し
、
問
問
弐
!
に
短
期
間
の
債
格
一
愛
動
の
場
合
を
象
げ
る
。
生
産
債
格
の
費
動

は
長
一
期
聞
に
亘
っ
て
始
め
て
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
短
期
間
の
費
動
は
債
値
の
費
動
に
依
る
も
の
だ
と
一
躍
デ
イ
1
ル
は
推
論

す
る
。
然
し
此
の
場
合
は
デ
イ
1
ル
の
批
評
を
待
た
歩
し
て
明
か
に
誤
り
で
あ
る
。
債
値
の
費
動
に
依
る
場
合
も
あ
る
け
れ
ど
短
期

間
の
費
動
が
主
と
し
て
需
給
の
関
係
に
依
つ
で
起
る
事
は
マ
ル
ク
ス
も
認
め
て
ゐ
る
底
で
あ
る
。
に
資
本
制
的
生
産
以
前
の
経
済
紙

態
即
ち
苧
均
利
潤
率
成
立
以
前
の
航
態
に
於
け
る
場
合
、
此
の
黙
に
就
て
は
前
論
の
如
〈
ゾ
ン
パ
ル
ト
も
ボ
ェ

J
ム
、
パ
グ
エ
ル
ク
も

共
に
否
定
す
る
鹿

rあ
る
。
デ
イ
l
ル
は
マ
ル
ク
ス
の
所
論
に
劃
す
る
エ
ン
ヂ
ル
ス
の
併
設
を
も
引
用
し
並
せ
て
論
評
し
て
日
く

『
偲
り
に
此
の
論
が
正
し
い
と
し
て
も
マ
ル
ク
ス
に
は
比
を
援
引
す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
。
何
故
な
ら
ば
彼
は
明
白
に
護
建
せ
る
費

本
制
的
生
産
方
法
を
そ
の
飴
剰
債
値
論
の
前
提
と
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
:
:
・
・
マ
ル
ク
ス
の
と
の
論
究
と
此
に
加
へ
た
エ
ン
ダ
ル
ス

ア
ル
ク
ス
の
償
健
法
則
と
生
産
債
絡

--一七
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の
解
説
に
は
事
賓
上
マ
ル
ク
ス
の
債
値
法
則
は
正
し
く
経
清
史
上
の
あ
る
時
期
部
ち
マ
ル
タ
ス
が
専
ら
分
析
し
た
資
本
制
的
生
産
方

法
の
時
代
の
開
始
と
共
に
停
止
し
た
と
の
告
白
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
』
(ω
・
H
C
)
J
ア
イ

1
ル
は
向
パ
ヴ
主
ル
ク
の
所
論
に
同
意
し
マ
ル
ク

ス
の
此
の
論
が
事
賓
と
矛
盾
す
る
専
を
主
張
し
論
断
し
て
日
く
『
何
れ
に
し
て
も
資
本
制
的
経
済
制
度
の
下
で
は
債
値
は
大
部
分
は

マ
ル
ク
ス
の
慣
値
法
則
に
依
ら
・
守
し
て
債
値
法
則
か
ら
離
れ
て
形
成
せ
ら
る
L
事
は
確
か
で
あ
る
ο

故
に
マ
ル
・
ク
ス
が
「
憤
値
が
愛

じ
て
生
産
債
格
と
な
る
と
共
に
債
値
決
定
の
原
理
そ
の
も
の
は
見
え
た
く
友
る
」
(
口
出
向
山
・

E
d
と
言
っ
た
の
も
正
嘗
で
は
な
い
、

寧
ろ
此
の
債
値
が
饗
じ
て
生
産
債
格
と
な
る
と
共
に
マ
ル
ク
ス
の
債
値
決
定
。
原
理
そ
の
者
は
否
定
せ
ら
れ
る
と
言
っ
た
方
が
よ
り

正
し
い
で
あ
ら
う
』
〈
ω・
問
。
〉
と
o

J
ア
イ

l
ル
は
更
に
詳
細
に
市
場
慣
値
及
偏
格
論
を
論
評
し
マ
ル
ク
ス
の
債
値
と
債
格
と
が
一
致
し

た
い
事
、
・
而
し
て
叉
需
給
の
相
封
的
関
係
を
離
れ
た
結
封
的
債
値
の
存
し
得
な
い
事
を
説
く
の
で
あ
る
が
此
庖
に
之
を
略
す
る
。

ι 四

結

論

自
分
は
既
陀
諸
家
の
批
評
を
更
に
論
評
し
つ
L
白
か
ら
愚
見
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
今
此
鹿
に
上
越
の
批
判
を
組
括
す
る
。

生
産
慣
格
と
慣
健
法
則
と
の
関
係
を
論
結
す
る
前
に
五
口
々
は
先
づ
一
の
現
象
と
し
て
の
生
産
慣
格
、
又
は
平
均
利
潤
窓
・
が
異
質
に

存
在
す
る
や
を
確
か
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
吾
々
は
今
生
産
債
格
た
る
一
個
の
事
責
を
以
て
債
値
法
則
の
安
常
性
を
計
ら
ん
と

す
る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
債
格
論
の
要
賠
は
す
べ
て
の
生
産
域
に
悶
一
の
卒
均
利
潤
寧
が
成
立
す
る
と
言
ふ
事
で
あ
る
q

吾
々
は
各

生
産
域
に
於
て
そ
の
利
潤
の
摩
f

理
勤
し
そ
の
相
互
間
の
利
調
に
も
甚
だ
相
違
が
あ
る
け
れ
ど
も
各
生
産
坊
の
利
潤
寧
の
費
動
を
各



平
均

ιて
見
る
時
は
恐
ら

C
暮
相
等
じ
き
平
均
利
潤
寧
に
到
達
す
る
で
あ
ら
う
?
£
じ
其
鹿
に
、
あ
る
生
産
域
の
利
潤
寧
が
異
な
る

も
の
あ
り
と
し
て
も
、
商
業
自
由
と
信
用
制
度
と
の
確
立
せ
る
相
営
に
稜
達
せ
る
生
産
制
度
に
於
て
は
資
本
は
低
き
利
潤
寧
の
生
産

域
か
ら
高
き
生
産
域
へ
流
動
し
其
虚
に
利
潤
寧
の
平
均
一
そ
鷲
ら
さ
ん
.
と
す
る
傾
向
の
存
ず
る
事
は
疑
び
友
き
事
で
あ
る
。
か
L

る
放

に
吾
々
は
平
均
利
潤
寧
に
従
っ
て
生
産
債
格
の
成
立
を
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
置
だ
と
す
る
。
然
ら
ば
慣
値
法
則
は
生
産
慣
格
現
象
を

支
配
し
之
と
調
和
す
る
の
で
あ
る
か
。

向
債
値
法
則
は
平
均
利
潤
率
を
決
定
す
る
や

i
債
値
法
則
が
純
粋
に
作
用
す
る
・
な
ら
ば
異
た
れ
る
資
本
組
成
の
生
産
域
に
は

異
た
れ
る
利
潤
率
が
生
ぜ
ね
ば
註
ら
ぬ
1

然
る
に
此
虚
に
平
均
利
潤
寧
が
成
立
す
る
に
は
何
か
、
慣
値
よ
り
の
偏
差
を
来
さ
し
む
る

も
の
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
此
は
カ
ー
ル
よ
ア
イ
1
ル
が
指
摘
し
マ
ル
ク
ス
も
充
分
認
め
て
ゐ
る
庭
の
資
本
・
家
の
競
争
で
あ
る
。
デ
イ

l
ル
は
平
均
利
潤
奉
を
賀
ら
す
動
因
が
慣
値
法
則
と
関
係
な
き
鞍
争
で
あ
る
か
ら
し
て
此
の
一
黙
を
以
て
マ
ル
ク
ス
の
間
労
働
債
値
設

は
破
れ
マ
ル
ク
ス
は
正
し
く
生
産
費
設
に
行
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ボ
エ

l
ム
、
パ
ヴ
エ
ル
ク
に
依
れ
ば
平
均
利
潤
寧
の
決
定

要
素
と
し
て
賃
銀
率
、
枇
合
組
費
本
翻
等
が
存
し
債
値
法
則
は
此
等
要
素
と
共
闘
し
て
平
均
利
潤
率
を
決
言
す
る
。
か
L

る
故
に
慣

値
法
則
は
平
均
利
潤
率
決
定
の
一
一
要
素
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
債
値
法
則
が
債
掃
を
支
配
す
る
と
一
言
ふ
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

生
産
債
格
そ
れ
自
身
を
見
る
時
は
デ
イ
T

ル
の
言
ふ
如
〈
マ
ル
ク
ス
は
生
産
費
設
に
陥
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
観
が
あ
る
。
即
ち

費
本
組
成
の
如
何
に
不
拘
、
飴
剰
債
値
の
如
何
に
不
拘
、
資
本
支
出
の
大
さ
に
比
例
し
て
競
争
に
依
っ
て
費
ら
さ
れ
た
卒
等
O
利
潤
を

得
る
か
ら
で
あ
る
。
慣
傭
決
定
の
原
理
と
な
る
も
の
は
正
し
く
そ
の
費
本
支
出
で
あ
っ
て
外
の
何
物
で
も
な
い
と
思
は
る
L
。
要
之
、

守
ル
タ
五
の
償
値
法
則
正
生
産
債
務

ニ
二
九
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債
値
法
則
は
直
接
に
平
均
利
潤
率
を
決
定
し
訟
い
事
は
明
白
で
あ
る
。
然
し
・
な
が
ら
マ
ル
ク
ス
に
は
今
一
つ
の
論
援
が
あ
る
。
そ
れ

は
組
生
産
物
の
債
値
は
総
生
産
債
格
に
等
し
く
生
産
慎
絡
は
あ
る
昆
で
債
値
よ
り
も
高
い
だ
け
他
の
所
で
債
値
よ
り
も
低
く
雨
者
は

債
値
に
平
均
す
る
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
此
が
恐
ら
く
マ
ル
ク
ス
の
牙
按
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

川
門
組
生
産
債
格
が
組
債
値
に
等
し
き
事
は
債
値
法
則
の
受
賞
性
を
保
設
す
る
も
の
た
り
や

l
l第
一
に
ボ
ェ
ー
で
バ
ヴ
エ
ル

ク
は
日
く
、
債
値
法
則
の
説
明
封
象
は
異
た
れ
る
商
品
問
の
交
換
現
象
で
あ
る
。
か
』
る
故
に
総
生
産
債
格
が
綿
債
値

κ等
し
い
と

言
ふ
事
が
若
し
異
質
で
わ
る
と
す
る
も
そ
は
債
飽
法
則
の
説
明
劃
象
以
外
に
出
づ
る
も
の
で
あ
っ
て
吾
々
の
質
問
に
答
ふ
る
も
の
で

た
い
と
す
る
。
第
二
に
パ
ヴ
エ
ル
ク
は
債
値
以
下
の
生
産
債
格
と
債
値
以
上
の
生
産
債
絡
と
が
債
値
に
平
均
す
る
と
一
言
ふ
事
の
無
意

味
な
る
事
を
主
張
す
る
。
卸
ち
永
久
に
債
値
よ
り
偏
差
ぜ
る
二
つ
の
も
の
L
聞
に
平
均
を
求
め
た
り
と
す
る
も
事
賓
上
何
等
の
平
均

と
も
た
ら
ぬ
。
部
ち
債
値
は
少
く
と
も
時
間
的
に
費
動
す
る
債
絡
の
規
準
と
し
て
此
左
支
配
せ
ね
ば
債
値
法
則
と
し
て
の
受
賞
性
な

し
と
す
る
。
か
A
る
故
に
債
値
法
則
は
生
産
債
格
を
説
明
し
得
ヂ
た
Y
矛
盾
あ
る
の
み
だ
と
言
ふ
の
で
る
る
。
.
か
〈
債
値
法
則
は
異

た
れ
る
商
品
聞
の
交
換
現
象
に
此
を
適
用
ぜ
ん
と
す
れ
ば
生
産
債
格
と
矛
盾
し
商
品
金
鍾
と
し
て
見
ゃ
う
と
す
れ
ば
そ
の
説
明
封
象

を
逸
す
る
事
と
な
る
。

吾
々
は
か
く
し
て
此
鹿
に
債
値
法
則
は
生
産
債
格
と
矛
盾
す
る
が
故
に
此
は
誤
謬
友
り
と
論
結
す
べ
き
で
あ
る
か
。

然
し
吾
々
が
此
の
貼
に
到
達
し
て
一
考
す
べ
き
事
は
法
則
の
偏
差
は
常
に
法
則
の
安
営
性
を
破
る
も
の
で
あ
る
か
と
言
ふ
事
で
あ

る
。
例
へ
ば
引
力
の
法
制
は
密
集
中
に
於
て
は

b
る
偏
差
を
生
チ
る
。
印
ち
物
鑓
の
落
下
が
密
集
中
に
於
て
注
さ
れ
る
時
は
員
室
に



於
て
註
さ
れ
る
と
大
た
る
相
遣
を
来
す
も
の
で
あ
る
。
然
し
引
力
の
法
則
は
空
気
中
に
於
て
は
誤
謬
で
あ
り
そ
の
法
則
は
破
れ
た
り

と
注
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
部
ち
宰
気
中
に
於
け
る
偏
差
は
又
精
確
に
算
出
し
持
ら
れ
、
原
則
は
原
則
と
し
て
引
力
の
法
則
は
最
存

し
宰
筑
の
偏
差
は
偏
義
と
し
て
算
出
せ
ら
れ
る
。
此
と
同
じ
く
マ
ル
ク
ス
の
債
舗
法
則
は
一
の
民
主
内
の
法
則
た
る
事
を
意
味
し
な

い
で
は
あ
る
ま
い
か
、
却
ち
費
本
家
の
競
争
は
引
力
の
法
則
に
於
げ
る
宰
策
の
如
き
地
位
に
あ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
{
会
策
に

よ
る
引
力
の
法
則
の
偏
差
が
永
久
的
で
あ
る
如
〈
資
本
家
の
競
争
に
依
る
債
値
法
則
の
偏
差
も
永
久
的
で
あ
る

J

然
し
て
そ
の
偏
差

の
度
は
叉
引
力
の
法
則
に
於
け
る
が
如
〈
あ
る
程
度
ま
で
精
確
た
る
算
出
を
な
し
得
る
の
で
あ
る
。
個
々
の
商
品
の
交
換
現
象
が
慣

値
法
則
と
あ
る
偏
差
に
於
て
行
は
れ
る
と
も
、
空
気
中
の
物
瞳
聞
の
引
力
現
象
が
引
力
の
法
則
と
為
る
偏
差
に
於
て
行
は
る
h

と
共

に
許
さ
る
べ
き
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。

H
d
R
5
2
が
『
精
確
科
事
に
於
て
は
〈
山
口
広

g
a
m
v
z
g
巧山師団

g回
目

E
R
g
)
計
算
し
得

ら
4
u
h
偏
差
は
決

L
て
法
則
の
否
定
と
し
て
考
察
す
べ
き
も
の
で
な
い
矢
口
器
開
呂
・

HHH・同ロ間町内】担

4
2
4
4
1
2仲

M
4
H
H
)
と
言
ふ
の

は
正
，
し
〈
此
の
意
味
'
の
事
を
言
ふ
の
で
る
る
と
信
守
る
。

マ
ル
ク
ス
が
『
需
給
が
相
殺
す
れ
ば
爾
者
は
何
物
を
も
説
明
し
縛
十
市
場
債
値
に
作
用
し
た
い
。
そ
し
て
何
故
に
市
場
憤
値
が
あ

る
貨
幣
量
に
表
示
せ
ら
る
a
h

か
に
就
て
吾
々
に
何
等
の
光
明
を
も
典
へ
な
い
』
『
需
給
が
作
用
す
る
事
を
止
め
る
や
否
や
此
の
法
則
が

純
粋
た
る
作
用
を
始
め
る
』
又
『
需
給
の
運
動
に
依
っ
て
費
ら
さ
る
土
恨
象
か
ら
稿
立
に
此
の
法
則
を
考
察
す
る
矢
口
町

ω・
ME)

な
H
C
言
ふ
索
味
は
明
か
に
彼
が
つ
の
真
空
朕
態
を
考
察
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
若
し
そ
れ
此
の
解
緯
が
正
営
で
あ

ザ
円
な
ら
ば
パ
ヴ
エ
ル
ク
や
デ
イ
l
ル
が
口
を
極
め
て
批
評
し
た
事
の
大
部
分
は
マ
ル
ク
ス
の
慣
値
法
則
に
何
等
の
傷
手
を
も
負
は
す

-一一一一一
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も
の
で
-
泣
い
。
生
産
債
格
の
成
立
は
何
等
債
値
法
制
に
矛
盾
す
る
も
の
で
た
い
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
引
力
の
法
則
が
荏
策

中
に
で
あ
る
偏
差
を
な
し
て
も
そ
の
法
則
と
矛
盾
す
る
も
の
で
な
い
と
同
様
で
あ
る
。
自
分
は
今
一
一
臨
此
の
論
を
正
営
Lι

認
め
債
値

法
則
の
偏
差
を
以
て
債
値
法
則
の
侵
害
た
り
と
な
す
す
べ
て
の
論
を
撃
退
ザ
る
の
で
あ
る
。

E
 

於
て
は
資
本
組
成
比
率
の
異
な
れ
る
生
産
域
に
は
異
な
れ
る
飴
剰
慣
値
従
っ
て
利
潤
を
生
じ
た
る
か

費
本
制
以
前
の
時
代

l
l此
鹿
に
}
つ
問
題
が
起
る
。
引
力
の
法
則
は
員
昼
間
に
於
て
賓
誼
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
・
果
し
て
マ
ル
ク
ス
の
債
値
法
則
は

貰
詮
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
此
は
恐
ら
く
マ
ル
ク
ス
の
債
値
法
則
に
封
す
る
最
も
重
大
在
質
問
で
あ
る
。
第
一
巻
に
於
け
る

債
値
法
則
の
樹
立
は
皆
一
の
推
理
か
ら
な
れ
る
も
の
で
あ
り
、
伎
は
此
を
事
買
に
検
詮
し
て
ゐ
た
い
の
で
あ
る
。
此
が
事
官
に
検
聾

さ
れ
や
し
て
一
の
仮
定
か
ら
端
揮
さ
れ
る
時
は
確
か
に
一
の
形
面
上
畢
に
陥
る
事
に
た
る
。

然

L
・
マ
ル
ク
ス
は
果
し
て
員
室
内
の
事
貰
を
吾
々
の
前
に
提
示
し
ゃ
う
を
し
た
。
此
が
即
ち
資
本
制
以
前
に
於
け
る
欺
態
即
一
ち
費

本
の
競
争
が
行
ば
れ
な
か
っ
た
真
空
献
態
で
あ
る
。
生
産
債
格
成
立
前
に
は
商
品
は
慣
値
で
交
換
せ
ら
れ
異
た
れ
る
資
本
組
成
の
生

産
域
か
ら
異
色
仏
れ
る
飴
剰
慣
値
従
っ
て
利
潤
が
得
ら
れ
た
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
高
次
相
成
費
本
の
生
産
域
か
ら
は
比
較

的
僅
少
の
、
低
次
組
成
資
本
の
生
産
域
か
ら
は
比
較
的
多
〈
の
利
潤
が
得
ら
れ
且
つ
生
産
制
度
の
瑳
建
と
共
に
資
本
空
両
次
組
成
よ

り
低
戎
組
成
に
移
動
し
誌
に
卒
均
利
潤
率
が
今
一
巳
た
ξ
言
ふ
事
で
あ
る
。
批
の
例
需
が
果
し
て
事
費
で
あ
ろ
か
T
W
か
段
訊
m
A
〈
マ
ル

ク
ス
の
債
値
論
の
破
る
L
と
否
と
の
別
る
L
-
露
で
あ
り
此
の
事
賓
の
否
定
は
あ
ら
ゆ
る
他
の
非
難
よ
り
も
マ
ル
ク
ス
の
債
値
論
に
と

っ
て
致
命
的
で
あ
る
。



此
の
賂
に
就
て
は
既
速
の
如
〈
グ
ン
パ
ル
ト
が
強
く
之
を
否
定
し
パ
ヴ
エ
ル
ク
は
第
三
間
に
於
て
此
を
否
定
し

J

ア
イ

I
ル
も
前
者

に
倣
っ
た
。

ゾ
ン
パ
ル
ト
は
資
本
主
義
が
必
4
7
し
も
マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
利
潤
多
か
る
べ
き
生
産
一
域
に
起
ら
守
し
て
利
潤
少
友
か
る
べ
き
高
失

組
成
の
生
産
域
に
起
っ
た
事
を
設
ぎ
叉
今
日
に
於
て
も
一
般
に
高
弐
組
成
の
生
産
域
部
ち
莫
大
た
る
生
産
手
段
を
有
し
て
ゐ
る
生
産

域
に
割
に
高
い
利
潤
寧
が
得
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
グ
ン
パ
ル
ト
の
此
の
論
は
情
疑
ひ
の
飴
地
た
き
程
一
止
確
た
論
で
は
な

い
の
で
あ
る
が
如
何
に
し
て
も
パ
グ
エ
ル
ク
の
言
ふ
如
く
『
昔
K
於
て
も
今
日
に
於
て
も
一
'
般
に
、
よ
り
潤
押
印
な
牧
益
は
老
大
・
な
資

本
を
以
て
行
は
れ
て
ゐ
る
生
産
域
に
生
じ
て
』
〈
司
・
。
∞
)
ゐ
て
そ
の
組
成
比
率
の
如
何
に
闘
し
た
い
事
は
恐
ら
く
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事

と
思
は
る
‘
二
吾
々
は
マ
ル
ク
ス
の
一
言
ふ
費
本
組
成
の
異
友
る
に
由
る
飴
剰
債
値
従
っ
て
。
利
潤
率
の
相
遼
を
一
信
守
る
事
が
出
来
訟
い

の
で
あ
る
。
而
し
て
此
友
信
ぜ
ざ
る
事
は
生
き
た
勢
働
の
み
が
債
値
を
増
殖
す
る
と
な
す
儀
剰
債
値
論
を
信
せ
ざ
る
事
で
あ
る
。
然

ら
ば
齢
剰
債
値
論
の
如
何
に
依
陥
が
あ
る
か
。
此
の
鮪
に
閲
す
る
自
分
の
疑
問
を
一
言
す
る
。

マ
ル
グ
ス
に
依
れ
ば
努
働
の
交
換
債
値
は
酷
労
働
者
の
生
活
費
料
の
生
産
に
要
す
る
勢
働
時
間

i
l賓
際
は
生
産
債
格
で
あ
る
が

i
l
w
h依
っ
て
定
ま
る
。
例
へ
ば
此
を
六
時
間
の
勢
働
と
す
易
。
然
る
に
努
働
力
の
使
用
慣
値
は
十
二
時
間
の
勢
働
で
あ
り
得
る
。
か

L
る
故
に
勢
働
力
の
交
換
債
値
と
使
用
債
値
主
左
比
較
し
て
其
底
に
六
時
間
の
飴
剰
附
労
働
を
生
や
ろ
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
可
務
費

ら本
れ部
た分
努は
働靖
要殖
具す
iJ~る

き d
v る
と に
す T

在暴
そ H

h 本
広部

分
た伸

之最
茎乙

養護
平警
に乱

保
十

存
時 す
由

るの
勢の

み
働

で
時

あ
間

る
を
保例
存へ
す・ tf
る lt~
に・底
過に
ぎ十
な時
い問
。の
剖勢
ち働
マ時
ル問
タで
ス作

マ
ル
グ
且
の
償
値
法
則
正
生
産
償
絡

ー一一ー一一一一
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は
不
饗
費
本
部
分
に
就
て
は
交
換
債
値
の
み
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
例
へ
ば
此
の
十
時
間
で
生
産
ぜ
ら
れ
た
蹴
労
働
要
具

を
用
ふ
れ
ば
生
き
た
附
労
働
の
二
十
時
間
を
省
暮
し
得
る
と
俣
定
す
る
。
此
は
努
働
要
具
の
使
用
慣
値
で
あ
る
。
故
に
交
換
慣
値
と
使
、

用
慣
値
と
を
比
較
す
れ
ば
此
庭
に
十
時
間
の
飴
剰
時
間
が
あ
る
。
か
〈
交
換
債
値
と
使
用
慣
値
と
を
比
較
す
る
時
は
附
労
働
力
の
側
に

も
附
労
働
要
具
の
側
に
も
同
じ
く
飴
剰
努
働
が
あ
る
。
印
ち
附
労
働
要
兵
に
も
交
換
憤
値
と
使
用
慣
値
と
の
比
較
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
建

に
マ
ル
ク
ス
の
可
費
資
本
及
本
援
資
本
の
直
訓
は
泊
減
し
投
下
資
本
は
す
べ
て
慣
値
増
殖
行
程
に
典
か
る
事
と
た
り
資
本
の
す
べ
て

の
部
分
は
新
慣
値
を
生
子
る
の
で
あ
る
。
然
し
て
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
資
本
組
成
の
如
何
に
不
拘
同
様
の
飴
剰
慣
値
を
生
歩
事
と
た
る
。

マ
ル
ク
ス
は
何
故
に
州
労
働
力
の
み
に
交
換
慣
値
と
使
用
慣
値
と
の
比
較
を
許
し
努
働
要
具
に
就
て
交
換
債
値
の
一
一
闘
の
み
し
か
許
さ

な
い
の
で
あ
る
か
。
彼
は
此
を
明
か
に
詮
明
し
て
ゐ
な
い
の
で
る
る
。
苦
々
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
が
資
本
の
有
機
組
成
の
異
た
る
に

従
っ
て
異
た
れ
る
飴
剰
債
値
を
生
じ
な
い
と
言
ふ
事
貴
か
ら
し
て
右
の
如
く
飴
剰
債
値
論
に
疑
問
を
抱
く
の
で
あ
る
e

要
す
る
に
吾
々
は
債
値
法
則
と
生
産
債
格
と
の
関
係
に
就
て
多
く
の
論
評
を
反
し
た
の
で
あ
る
が
債
値
岩
則
は
生
産
債
格
を
支
配

せ
や
と
の
致
命
的
危
論
結
は
右
の
如
く
資
本
組
成
比
率
の
相
建
よ
り
来
る
利
潤
率
の
相
遣
の
否
定
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
ゾ
ジ
バ
ル

ト
の
如
く
齢
剰
債
値
論
を
天
闘
に
柱
し
去
ら
な
い
以
上
此
も
否
定
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
運
命
に
あ
る
。
飴
剰
償
値
論
が
否
定
せ
ら
る
れ

ば
そ
の
基
礎
を
・
な
し
て
ゐ
る
憤
値
院
も
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
此
は
恐
ら
く
前
越
の
如
恥
こ
の
生
産
費
訟
に
陥
ら
ね
ば
た
ら
ね
。

吾
々
の
論
結
は
商
品
は
過
去
に
於
て
も
現
在
に
於
て
も
マ
ル
ク
ス
の
憤
値
を
中
心
と
す
る
債
格
に
於
て
買
ら
れ
た
事
の
訟
い
事
を
詮

し
た
。
然
し
て
過
去
に
於
て
も
現
在
に
於
て
も
債
格
が
生
産
費
を
中
心
と
せ
る
事
は
確
賢
で
あ
る
。
生
産
力
の
増
減
が
慎
値
を
墾
動



せ
し
め
る
事
は
確
か
で
あ
る
が
此
は
生
産
力
の
増
減
が
商
品
生
産
に
要
す
る
労
働
時
聞
を
費
化
せ
し
む
る
か
ら
だ
と
言
ふ
よ
り
も
寧

ろ
商
品
の
生
産
費
を
艶
化
令
し
む
る
か
ら
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
マ
ル
ク
ス
の
債
値
概
念
は
多
大
の
修
正
を
受
け
ね
ば
た
ら
ね
、

マ
ル
ク
ス
の
慎
値
法
則
は
あ
る
.
仮
定
よ
り
演
鐸
さ
れ
た
概
念
の
幽
露
で
あ
り
現
賓
の
世
界
に
於
て
は
た
ど
康
鵬
た
る
姿
を
認
め
得
る

の
み
で
あ
る
。
蹴
労
働
債
値
設
の
何
慮
に
欠
献
が
あ
る
か
は
別
に
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
〈
一
九
二
一
、
二
、
五
)

赤

守
ル
ク
ス
の
償
値
法
則
と
生
一
奇
一
債
格

松

要

二
三
五


